
年間授業計画

高等学校 令和５年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 5 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話・
聞 書 読

6

　目的や場に応じて、実社会から
適切な話題を決め、様々な情報を収集し伝え合
う内容を検討できるようにする。
　自分の考えが的確に伝わるように根拠の示し
方等を意識して書ける力をつける。

現代の国語　大修館書店

現代の国語

論理的に考える、他者に共感する力、創造する力を伸ばす。

語彙を豊かにして言葉を使いこなし、他者や社会に対する関心を育む。

6

②明日をひらく　その２
　相手や目的に応じた語句や文体の
使い方を身につける。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 思

○

　知　正確さ、わかりやすさ、適切さなどに配
慮して表現している。
　思　相手の理解が得られるように表現してい
る。
　主　相手や目的に応じた言葉の使い方を積極
的に考えようとしている。

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

○ ○

○

２
学
期

⑤論理をとらえる
　主張と根拠、推論のしかたに着目
して文章の論理をとらえる。
⑥意見を示す
　自分の考えを整理したり広げたり
する。
　根拠を明確にして、自分の意見を
示す。

➄「動的平衡としての生物多様性」
⑥「発想を広げる」
⑥「意見を書く」

○

○ ○

○

１
学
期

①明日をひらく
　言葉やコミュニケーションの基礎
を知り、学びに向かう姿勢をつく
る。

①「白紙」

②「伝える・伝え合う」

○

○

⑦論理をとらえる
　主張と根拠、推論のしかたに着目
して文章の論理をとらえる。
⑧魅力的に伝える
　相手が魅力を感じるように表現を
工夫する。

③「水の東西」

態

現代の国語国語

領域
評価規準

　実社会に必要な国語の知識(常用漢字や話し言
葉と書き言葉など)や技能(効果的な話し方など)
を身につける。

知

　知　言葉の意味内容を考え、認識や思考と言
葉との関係を理解している。
　思　エッセイを読み、内容や構成、論理の展
開などについてとらえ、用紙や要点を理解して
いる。
　主　問いに向かう姿勢を振り返り、自分で考
えることを大切にしている。

○ ○ ○

３
学
期

○

○

　知　主張と根拠などの情報をもとにしての推
論のしかたについて理解している。
　思　話すことについて様々な観点から情報を
整理している。
　主　論理的な文章を読み情報の関係や推論の
しかたに注意しながら内容理解に粘り強く取り
組んでいる。

　知 　話し言葉と書き言葉の特徴や役割、表
現の特色を踏まえ分かりやすさに配慮した表
現、言葉遣いを理解して使う。
　思　読み手の理解が得られるように、論理の
展開、情報の重要度などを考えて、文章の構成
や展開を工夫すること。
　主　積極的に表現の工夫をしたり、話したり
聞いたりいる活動を行なうこと。

○ ○

⑪情報を比較する
　複数の文章を比較し、考えを深め
る。

⑪「美しさの発見について」

○

○ ○

　知　文書と図表の情報がどのような関係にあ
るか理解している。
　思　文書や図表などに含まれる情報を相互に
関連付けながら内容を解釈し、自分の考えを深
めている。
　主　図表を伴う文章を読むことでそれを理解
し、自分の考えを深めている。

○

⑦「自然と人間の関係を通して考え
る」
⑧「伝える先にあるもの」
⑧「工夫して話す」

③要点をつかむ
　叙述を的確にとらえ、文章の要点
をつかむ。
　具体と抽象の関係を理解する。

10

10

8

合計

71

○ ○

大泉桜

（　組：　　　　）

【学びに向かう力、人間性等】

　生活や人生について考えを深め、人間性を豊
かにし、たくましく生きる人間性を養う。

現代の国語

配当
時数

（　1組：佐々木直　　）

【 知　識　及　び　技　能 】実社会に必要な国語の知識や技能を身につける。

国語 現代の国語 2

（　2組：阿部愛　　）（　3組：佐々木直　　）（4組：阿部愛　　）（　5組：阿部愛　　）

○

○

○

○

　知　比喩、例示、言い換えなどの修辞につい
て理解している。
　思　内容や構成、論理の展開についててきか
くにとらえ要旨を把握している。
　主　積極的に具体や抽象、対比の関係をとら
えようとしている。

○

○

　知　個人の情報と一般化された情報の区別が
ついている。
　思　文章に含まれている情報を相互に関連付
けながら解釈しね自分の考えを深めている。
　主　複数の文章を比較して読むことに興味を
もち、共通点・相違点をとらえようとしてい
る。

○

○

10

⑨資料を駆使する
　統計資料を正確に読み取る。
⑩統計資料をもとに意見を書く
　統計資料をもとにして、自分の主
張を書く。

⑨「安くておいしい国の限界」
⑩「統計資料をもとに自分の意見を
書く」

1

　知　話し言葉の特徴や相手に配慮した表現に
ついて理解している。書くべき材料の関係や構
造について理解している。
　思　話ことばの特徴を踏まえ、相手が理解し
やすいように表現を工夫している。
　主　話す・書くについて相手の立場に立って
自らの課題を調整している。
　

④的確に伝える
　目的や場面に応じてわかりやすく
伝える。
　話し言葉、書き言葉の違いを認識
する。

④「設計図を最初に渡せ！」
④「伝わるように話す」
④「分かりやすく書く」

10

○ ○ ○

○ ○ ○

10

○○



年間授業計画

高等学校 令和5年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 5 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話・
聞 書 読

4

6○

○

○

○

1

【知識・技能】
・古典の世界に親しむために，作品や文章の歴史的・文化的背景など
を理解している。
・古典の世界に親しむために，古典を読むために必要な文語のきまり
や訓読のきまり，古典特有の表現などについて理解している。
【思考力・判断力・表現力】
・「読むこと」において、作品の内容や形式について、批評したり討
論したりしている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・説話文学に興味を持ち、登場人物の言動から多様な価値観を読み取
ろうとしている。

○ ○

○

○

生涯わたる社会生活に必要な国語の知識や技能
を身に付けるとともに、我が国の言語文化に対
する対する理解を深めることができるようにす
る。

論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像
したりする力を伸ばし、他者との関わりの中で
伝え合う力を高め、自分の思いや考えを広げた
り深めたりすることができるようにする。

生涯にわたる社会生活における他者との関わりの中で伝え合う力を高め、思考力や判断力を伸ばす。

言葉のもつ価値への認識を深めるとともに、言語感覚を磨き、我が国の言語文化の担い手としての自覚を持ち、生涯にわたり国語を
尊重してその能力の向上を図る態度を養う。

4

1

「知識・技能」
文章の意味は、文脈の中で形成されることを理解している。
我が国の言語文化の特質や我が国と外国の文化の関係につい
て理解している。
『思考・判断・表現」
「読むこと」において、作品や文章に表れているものの見
方、感じ方、考え方をとらえ内容を解釈している。
「主体的に学習に取り組む態度」
言葉がもつ価値への認識を深め、言葉をとおして他者や社会
に意欲的に関わろうとしている。

○ ○ ○

4

大泉桜

【学びに向かう力、人間性等】

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、生
涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ、我
が国の言語文化の担い手としての自覚をもち、
言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度
を養う。

言語文化

配当
時数

（　1組：前澤　）

【 知　識　及　び　技　能 】生涯にわたる社会生活に必要な国語について、その特質を理解し適切につかうことができるようにする。

国語 言語文化 2

（2組：佐々木直子）（3組：前澤） （4組：佐々木直子）（5組：佐々木直子）

態

言語文化国語

領域
評価規準

大修館書店　言語文化

国語

古文に親しむ
【知識・技能】
・古典の世界に親しむために，作品や文章の歴史的・文化的背
景などを理解しようとしている。
・古典の世界に親しむために，古典を読むために必要な文語の
きまりや訓読のきまり，古典特有の表現などについて理解しよ
うとしている。
【思考力・判断力・表現力】
・「読むこと」において、作品の内容や形式について、批評し
たり討論しようとしている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・説話文学に興味を持ち、登場人物の言動から多様な価値観を
読み取ろうとしている。

宇治拾遺物語/絵仏師良秀
古文の文体になれる
作者の伝えたいことを読み解く

言葉の紡ぐ世界
【知識・技能】
・常用漢字の読みに慣れ、主な常用漢字を書き、文や文章の中
で使おうとしている。
・我が国の言語文化への理解につながる読書の意義と効用につ
いて理解しようとしている。
【思考力・判断力・表現力】
・「読むこと」において、作品や文章に表れているものの見
方、感じ方、考え方をとらえ、内容を解釈しようとしている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・言葉がもつ価値への認識を深め，言葉をとおして他者や社会
に意欲的に関わろうとしている。

羅生門
『今昔物語集』巻第二九第一八
作品の構成や展開をとらえる
語り手に着目する

○

【知識・技能】
・我が国の言語文化に特徴的な語句の量を増し、それらの文化的背景
について理解を深め、文章の中で使うことをとおして語感を磨き、語
彙を豊かにしている。［(1)ウ］
・我が国の言語文化の特質や我が国の文化と外国の文化との関係につ
いて理解している。［(2)ア］
【思考力・判断力・表現力】
・「読むこと」において、文章の種類をふまえて、内容や構成、展開
などについて叙述をもとに的確にとらえている。［Ｂ(1)ア］
【主体的に学習に取り組む態度】
・日本人と西欧人の美意識の違いについて学習した内容をもとにし
て、自らの「美」に対する考え方を深めようとしている。

○ ○

定期考査

○

伝統と発展
【知識・技能】
・我が国の言語文化に特徴的な語句の量を増し、それらの文化
的背景について理解を深め、文章の中で使うことをとおして語
感を磨き、語彙を豊かにしようとしている。
・我が国の言語文化の特質や我が国の文化と外国の文化との関
係について理解しようとしている。
【思考力・判断力・表現力】
・「読むこと」において、文章の種類をふまえて、内容や構
成、展開などについて叙述をもとに的確にとらえようとしてい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
・日本人と西欧人の美意識の違いについて学習した内容をもと
にして、自らの「美」に対する考え方を深めようとしている。

実体の美状況の美
作品における自然や美の捉え方に
ついて理解を深める
作品における表現の仕方に着目す
る。

4

古典入門

【知識・技能】
・古典の世界に親しむために，作品や文章の歴史的・文化的背
景などを理解しようとしている。
・古典の世界に親しむために，古典を読むために必要な文語の
きまりや訓読のきまり，古典特有の表現などについて理解しよ
うとしている。
【思考力・判断力・表現力】
・「読むこと」において、作品の内容や形式について、批評し
たり討論しようとしている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・説話文学に興味を持ち、登場人物の言動から多様な価値観を
読み取ろうとしている。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 思

○

【知識・技能】
・古典の世界に親しむために，作品や文章の歴史的・文化的背景などを理解して
いる。
・古典の世界に親しむために，古典を読むために必要な文語のきまりや訓読のき
まり，古典特有の表現などについて理解している。
【思考力・判断力・表現力】
・「読むこと」において、作品の内容や形式について、批評したり討論したりし
ている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・説話文学に興味を持ち、登場人物の言動から多様な価値観を読み取ろうとして
いる。

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

○ ○○

知

1
学
期

言語文化への視点
「知識・技能」
文章の意味は、文脈の中で形成されることを理解しようとして
いる。
我が国の言語文化の特質や我が国と外国の文化の関係について
理解しようとしている。
『思考・判断・表現」
「読むこと」において、作品や文章に表れているものの見方、
感じ方、考え方をとらえ内容を解釈しようとしている。
「主体的に学習に取り組む態度」
言葉がもつ価値への認識を深め、言葉をとおして他者や社会に
意欲的に関わろうとしている。

世界を見わたす窓
言語と文化の関係について理解す
る

宇治拾遺物語/児のそら寝
古文の文体になれる
作者の伝えたいことを読み解く

定期考査

【知識・技能】
・常用漢字の読みに慣れ、主な常用漢字を書き、文や文章の中で使っ
ている。
・我が国の言語文化への理解につながる読書の意義と効用について理
解を深めている。
【思考力・判断力・表現力】
・「読むこと」において、作品や文章に表れているものの見方、感じ
方、考え方をとらえ、内容を解釈している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・言葉がもつ価値への認識を深め，言葉をとおして他者や社会に意欲
的に関わろうとしている。

○



定期考査

【知識・技能】
・我が国の言語文化に特徴的な語句の量を増し、それらの文化
的背景について理解を深め、文章の中で使うことをとおし
て、語感を磨き語彙を豊かにしている。
・我が国の言語文化への理解につながる読書の意義と効用につ
いて理解を深めている。
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、作品や文章に表れているものの見
方、感じ方、考え方をとらえ、内容を解釈している。
・「読むこと」において、作品の内容や解釈をふまえ、自分の
ものの見方、感じ方、考え方を深め、我が国の言語文化につ
いて自分の考えをもっている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・作品に興味をもち、主人公の心情の変化を、動物や自然との
関わりから理解しようとしている。

城の崎にて
主人公の心情の変化を動物や自然の
関りから理解する。

【知識・技能】
・我が国の言語文化に特徴的な語句の量を増し、それらの文化的背景について理
解を深め、文章の中で使うことをとおし
て、語感を磨き語彙を豊かにしている。
・我が国の言語文化への理解につながる読書の意義と効用について理解を深めて
いる。
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、作品や文章に表れているものの見方、感じ方、考え方
をとらえ、内容を解釈している。
・「読むこと」において、作品の内容や解釈をふまえ、自分のものの見方、感じ
方、考え方を深め、我が国の言語文化につ
いて自分の考えをもっている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・作品に興味をもち、主人公の心情の変化を、動物や自然との関わりから理解し
ようとしている。

○

6

○

現代に生きる言葉
【知識・技能】
・言葉には、文化の継承、発展、創造を支える働きがあること
を理解しようとしている
・我が国の言語文化の特質や我が国の文化と外国の文化との関
係について理解しようとしている。
・古典の世界に親しむために、作品や文章の歴史的・文化的背
景などを理解しようとしている。
・古典の世界に親しむために、古典を読むために必要な文語の
きまりや訓読のきまり、古典特有の表現などについて理解しよ
うとしている。
【思考力・判断力・表現力】
・「読むこと」において、文章の種類を踏まえて、内容や構
成、展開などについて叙述をもとに的確にとらえようとしてい
る.
・「読むこと」において、作品や文章に表れているものの見
方、感じ方、考え方をとらえ、内容を解釈しようとしている。
・「読むこと」において、作品や文章の成立した背景や他の作
品などとの関係を踏まえ、内容の解釈を深めようとしている。
・「読むこと」において、作品の内容や解釈を踏まえ、自分の
ものの見方、感じ方、考え方を深め、我が国の言語文化につい
て自分の考えをもとうとしている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・故事成語の内容や文化的背景に興味を持ち、学習したことを
普段の生活の中に生かそうとしている。

蛇足(戦国策)/完璧（十八史略）
故事成語の意味や背景について理解
を深める
作者が話しに込めた意図を読み取る

○

【知識・技能】
・言葉には、文化の継承、発展、創造を支える働きがあることを理解すること
・我が国の言語文化の特質や我が国の文化と外国の文化との関係について理解す
ること。
・古典の世界に親しむために、作品や文章の歴史的・文化的背景などを理解する
こと。
・古典の世界に親しむために、古典を読むために必要な文語のきまりや訓読のき
まり、古典特有の表現などについて理解している。
【思考力・判断力・表現力】
・「読むこと」において、文章の種類を踏まえて、内容や構成、展開などについ
て叙述をもとに的確にとらえている。
・「読むこと」において、作品や文章に表れているものの見方、感じ方、考え方
をとらえ、内容を解釈している。
・「読むこと」において、作品や文章の成立した背景や他の作品などとの関係を
踏まえ、内容の解釈を深めている。
・「読むこと」において、作品の内容や解釈を踏まえ、自分のものの見方、感じ
方、考え方を深め、我が国の言語文化について自分の考えをもっている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・故事成語の内容や文化的背景に興味を持ち、学習したことを普段の生活の中に
生かそうとする。

○ ○ 8

8

1

○

合計

61

【知識・技能】
・古典の世界に親しむために、作品や文章の歴史的・文化的背景などを理解して
いる。
・ 古典の世界に親しむために、古典を読むために必要な文語のきまりや訓読のき
まり、古典特有の表現などについて理解し
ている。
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、文章の種類を踏まえて、内容や構成、展開などについ
て叙述を基に的確に捉えている。
・「読むこと」において、作品や文章に表れているものの見方、感じ方、考え方
を捉え、内容を解釈している。
・「読むこと」において、文章の構成や展開、表現の仕方、表現の特色について
評価している。
【主体的に学習に取り組む態度】
　学習の見通しをもって，作品に描かれた古人の旅について作品を読み味わうこ
とをとおして，当時のならわしについて知
り、旅について書かれた日記の意義について考えようとしている。

6

○

【知識・技能】
・我が国の言語文化の特質や我が国の文化と外国の文化との関係につ
いて理解している。
・古典の世界に親しむために、作品や文章の歴史的・文化的背景など
を理解している。
・古典の世界に親しむために、古典を読むために必要な文語のきまり
や訓読のきまり、古典特有の表現などについて理解し
ている。
・言文一致体や和漢混交文など歴史的な文体の変化について理解を深
めること。
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、文章の種類を踏まえて、内容や構成、展開
などについて叙述を基に的確に捉えている。
・「読むこと」において、作品や文章に表れているものの見方、感じ
方、考え方を捉え、内容を解釈している。・「読むこと」において文
章の構成や展開、表現の仕方、表現の特色について評価している。
・「読むこと」において、作品の内容や解釈を踏まえ、自分のものの
見方、感じ方、考え方を深め、我が国の言語文化につ
いて自分の考えをもっている。
【主体的態度】
・作品に興味をもち、独特のリズムをもつ文体を味わおうとしてい
る。
・物語の内容や作品の背景、登場人物の思いをとらえようとしてい
る。

人との交わり

【知識・技能】

・我が国の言語文化に特徴的な語句の量を増し、それらの文化的背景につい

て理解を深め、文章の中で使うことを通して、語感を磨き語彙を豊かにして

いる。

・本歌取りや見立てなどの我が国の言語文化に特徴的な表現の技法とその効

果について理解している。

・古典の世界に親しむために，作品や文章の歴史的・文化的背景などを理解

している。

・古典の世界に親しむために，古典を読むために必要な文語のきまりや訓読

のきまり，古典特有の表現などについて理解している。

【思考力・判断力・表現力】

・「読むこと」において、文章の種類を踏まえて、内容や構成、展開などに

ついて叙述を基に的確に捉えている。

・「読むこと」において、作品や文章に表れているものの見方、感じ方、考

え方をとらえ、内容を解釈している。

・「読むこと」において、作品の成立した背景や他の作品などとの関係を踏

まえ、内容の解釈を深めている。

・「読むこと」において、作品の内容や解釈を踏まえ、自分のものの見方、

感じ方、考え方を深め、我が国の言語文化について自分の考えをもってい

る。

【主体的に学習に取り組む態度】

・作品に興味をもち、物語の内容や作品の背景、歌に込められた登場人物の

思いを捉えようとしている。

伊勢物語　芥川／筒井筒
古人の生活やぶんかについて理解
を深める
古人にとっての歌の役割をとらえ
る

【知識・技能】

・古典の世界に親しむために、作品や文章の歴史的・文化的背景などを理解

している。

・ 古典の世界に親しむために、古典を読むために必要な文語のきまりや訓読

のきまり、古典特有の表現などについて理解し

ている。

【思考・判断・表現】

・「読むこと」において、文章の種類を踏まえて、内容や構成、展開などに

ついて叙述を基に的確に捉えている。

・「読むこと」において、作品や文章に表れているものの見方、感じ方、考

え方を捉え、内容を解釈している。

・「読むこと」において、文章の構成や展開、表現の仕方、表現の特色につ

いて評価している。

【主体的に学習に取り組む態度】

　学習の見通しをもって，作品に描かれた古人の旅について作品を読み味わ

うことをとおして，当時のならわしについて知

り、旅について書かれた日記の意義について考えようとしている。

土佐日記
古人の旅の状況について理解を深
める。

定期考査

２
学
期

３
学
期

1

定期考査
1

○

【知識・技能】
・我が国の言語文化に特徴的な語句の量を増し、それらの文化的背景について理
解を深め、文章の中で使うことを通して、語感を磨き語彙を豊かにしている。
・本歌取りや見立てなどの我が国の言語文化に特徴的な表現の技法とその効果に
ついて理解している。
・古典の世界に親しむために，作品や文章の歴史的・文化的背景などを理解して
いる。
・古典の世界に親しむために，古典を読むために必要な文語のきまりや訓読のき
まり，古典特有の表現などについて理解している。
【思考力・判断力・表現力】
・「読むこと」において、文章の種類を踏まえて、内容や構成、展開などについ
て叙述を基に的確に捉えている。
・「読むこと」において、作品や文章に表れているものの見方、感じ方、考え方
をとらえ、内容を解釈している。
・「読むこと」において、作品の成立した背景や他の作品などとの関係を踏ま
え、内容の解釈を深めている。
・「読むこと」において、作品の内容や解釈を踏まえ、自分のものの見方、感じ
方、考え方を深め、我が国の言語文化について自分の考えをもっている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・作品に興味をもち、物語の内容や作品の背景、歌に込められた登場人物の思い
を捉えようとしている。

○ ○ ○ 6

【知識・技能】
・我が国の言語文化の特質や我が国の文化と外国の文化との関
係について理解している。
・古典の世界に親しむために、作品や文章の歴史的・文化的背
景などを理解している。
・古典の世界に親しむために、古典を読むために必要な文語の
きまりや訓読のきまり、古典特有の表現などについて理解し
ている。
・言文一致体や和漢混交文など歴史的な文体の変化について理
解を深めること。
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、文章の種類を踏まえて、内容や構
成、展開などについて叙述を基に的確に捉えている。
・「読むこと」において、作品や文章に表れているものの見
方、感じ方、考え方を捉え、内容を解釈している。・「読むこ
と」において文章の構成や展開、表現の仕方、表現の特色につ
いて評価している。
・「読むこと」において、作品の内容や解釈を踏まえ、自分の
ものの見方、感じ方、考え方を深め、我が国の言語文化につ
いて自分の考えをもっている。
【主体的態度】
・作品に興味をもち、独特のリズムをもつ文体を味わおうとし
ている。
・物語の内容や作品の背景、登場人物の思いをとらえようとし
ている。

平家物語
歴史的な記録と、語り伝えられる
物語との違いをとらえる





年間授業計画

大泉桜高等学校 令和５年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 5 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

第一次世界大戦と日本の対応
・第一次世界大戦の展開や国際連盟
の成立等を基に、総力戦と戦後の国
際協調を理解する。
・第一次世界大戦の性格を、多角的
に考察し表現する。
・知識，技能の獲得に向けて粘り強
い取り組みを行う。

指導内容
・国際関係の視点を軸に、第一次
世界大戦勃発から終戦までの経緯
を理解する。
使用教材
・明解歴史総合（帝国書院）
・明解歴史総合図説シンフォニア
（帝国書院）

・第一次世界大戦の経緯と、参戦国の社会の
変化について十分理解できたか。
・様々な立場の人々が、どのような目的で戦
争に協力したにかについて考察できたか。
・国際秩序と大衆の戦争参加が現代社会に与
えた影響について追及しようとしたか。

〇 〇

指導内容
・明治維新とその後の日本の変化
やアジア諸国の変容について、資
料を読み取り理解する。
使用教材
・明解歴史総合（帝国書院）
・明解歴史総合図説シンフォニア
（帝国書院）

・日本とアジア諸国の変化について、資料や
本文から読み取り理解できたか。
・明治維新という事象及び後世への影響につ
いて、見解を表現できたか。
・明治維新やアジア諸国の変容が、現代社会
に与えた影響と課題について追及しようとし
たか。

〇 〇

定期考査
〇 〇

指導内容
・欧米諸国の進出によるアジア諸
国の変容について、資料を読み取
り理解する。
使用教材
・明解歴史総合（帝国書院）
・明解歴史総合図説シンフォニア
（帝国書院）

・欧米諸国の進出によるアジア諸国の変容
を、資料等から読み取ることができたか。
・アジア諸国の変容を、比較したり関連付け
て考察できたか。
・欧米諸国の進出とアジア諸国の変容が、現
代に与えた影響を追及しようとしたか。

１
学
期

グローバル化の中の世界と日本
・冷戦終結後の国際政治の変容と課
題を理解する。
・冷戦の変容と終結の背景等に着目
し、地域相互の関連性を考察する。
・知識，技能等の獲得に向けて粘り
強い取り組みを行う。

指導内容
・ロシアのウクライナ侵攻を、冷
戦の展開と終結の過程を関連付け
て考える。
使用教材
・明解歴史総合（帝国書院）
・明解歴史総合図説シンフォニア
（帝国書院）

・冷戦終結後の国際政治の変容と課題を理解
できたか。
・冷戦の開始から終結までの展開と、ロシア
のウクライナ侵攻を関連付けて考察できた
か。
・ロシアのウクライナ侵攻の背景を、読み取
ろうと努力したか。

〇 〇

国際協調と大衆社会の広がり
・大正デモクラシーと政党政治等を
基に、大衆社会の形成と社会運動の
広がりを理解する。
・第一次大戦後の社会の変容と社会
運動の関連等を考察する。
・知識，技能の獲得に向けて粘り強
い取り組みを行う。

指導内容
・ヴェルサイユ体制で形成された
秩序と、国際社会や各国に生じた
変化について理解する。
使用教材
・明解歴史総合（帝国書院）
・明解歴史総合図説シンフォニア
（帝国書院）

・ヴェルサイユ体制によって形成された国際
秩序が十分理解できたか。
・新しい国際秩序と大衆社会の特徴について
考察し、見解を表現できたか。
・国際秩序の成立と大衆社会の到来が、現代
社会に与えた影響と課題について追及しよう
としたか。

〇 〇 〇 7

〇

〇

7

定期考査
〇

4

1

近代化が進む日本と東アジア
・日清，日露戦争等を基に、列強の
帝国主義政策とアジア諸国の変容を
理解する。
・帝国主義政策の特徴、列強間の関
係の変容等を考察する。
・知識，技能の獲得に向けて粘り強
い取り組みを行う。

〇 7

〇 6

アジア諸国の動揺と日本の開国
・18世紀のアジアの経済と社会を理
解する。
・アジア諸国と欧米諸国との関係の
変容等を考察し、表現する。
・知識，技能等の獲得に向けて粘り
強い取り組みを行う。

指導内容
・日清，日露戦争の経緯と、その
影響について考察する。
使用教材
・明解歴史総合（帝国書院）
・明解歴史総合図説シンフォニア
（帝国書院）

・日清，日露戦争の経緯とその影響について
理解できたか。
・帝国主義政策の特徴、列強間の関係の変容
を、多面的に考察して表現できたか。
・日清，日露戦争の影響について、積極的に
理解しようとしたか。

〇 〇

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

1

近代化が進む日本と東アジア
・日本の明治維新等を基に、立憲体
制と国民国家の形成を理解する。
・政治変革の特徴，国民国家の特徴
等を、多面的に考察する。
・知識，技能の獲得に向けて粘り強
い取り組みを行う。

〇

配当
時数

歴史総合

（１組：内田　） （２組：内田　） （３組：長澤　） （４組：長澤　）

地歴公民 歴史総合 2

〇 〇 5

定期考査

資料に基づいて歴史が叙述されていることを理解する。

（５：長澤　） （　組：　　　　）

知識及び技能の獲得や思考力・判断力・表現力
等を身に付けることに向けた粘り強い取り組み
を行う。

【学びに向かう力、人間性等】【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

私たちの生活や身近な地域などに見られる諸事
象をもとに、それらが日本や日本周辺の地域及
び世界の歴史とつながっていることを理解す
る。

近代化・国際秩序の変化や大衆化・グローバル
化などの歴史の変化と関わらせて、知識及び技
能で取り上げる諸事象と日本や日本周辺の地域
及び世界の歴史との関連性について考察し、表
現する。

明解　歴史総合　帝国書院

地歴公民

複数の資料の関係に着目して、資料から読み取った情報の意味や意義、特色などを考察し表現する。

知識・思考力等を身に付けることに向けた粘り強い取り組みの中で、自らの学習を調整していく。

歴史総合

【 知　識　及　び　技　能 】

〇 〇 〇 8

〇 〇 1

２
学
期

定期考査
〇 〇 1

日本の行方と第二次世界大戦
・世界恐慌等を基に、国際協調体制
の動揺を理解する。
・各国の世界恐慌への対応等を、多
面的に考察し表現する。
・知識，技能の獲得に向けて粘り強
い取り組みを行う。

指導内容
・世界恐慌後の各国の政治判断
が、現代社会に与えた影響につい
て理解する。
使用教材
・明解歴史総合（帝国書院）
・明解歴史総合図説シンフォニア
（帝国書院）

・世界恐慌およびその後の各国の政治判断
が、現代社会に与えた影響について理解でき
たか。
・各国の世界恐慌への対応等を、多面的に考
察して表現できたか。
・世界恐慌発生の要因について、理解しよう
と努めたか。

〇 〇 〇 7

日本の行方と第二次世界大戦
・第二次世界大戦の展開と戦後の国
際秩序を理解する。
・第二次世界大戦の推移と戦後の社
会に与えた影響等を、多角的に考察
し表現する。
・知識，技能の獲得に向けて粘り強
い取り組みを行う。

指導内容
・世界恐慌から第二次世界大戦の
終戦に至るまでの経緯について、
資料を読み取り理解する。
使用教材
・明解歴史総合（帝国書院）
・明解歴史総合図説シンフォニア
（帝国書院）

・世界恐慌から第二次世界大戦の終戦に至る
までの経緯について、資料を読み取り理解で
きたか。
・第二次世界大戦が社会に与えた影響など
を、多角的に考察し表現できたか。
・第二次世界大戦が元代に与えた影響につい
て、理解しようと努めたか。

〇



〇 〇 1



３
学
期

グローバル化と私たち
・資料から情報を読み取る、まとめ
る等の技能を身に付ける。
・グローバル化に伴う生活や社会の
変容について考察し、問を表現す
る。
・知識，技能の獲得に向けて粘り強
い取り組みを行う。

指導内容
・グローバル化の進展や地域統
合、ナショナリズムの強化等各地
域を比較して考察する。
使用教材
・明解歴史総合（帝国書院）
・明解歴史総合図説シンフォニア
（帝国書院）

・グローバル化の特質について、資料や本文
から読み取り理解する。
・グローバル化の進展や地域統合、ナショナ
リズムの強化について、各地を比較して考察
する。
・グローバル化の進展が、現代社会に与えた
影響と課題について追及しようとした。

〇 〇 〇 14
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年間授業計画

大泉桜高等学校 令和５年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 5 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

科目 の目標：

数学のよさを認識し積極的に数学を活用しようとする態度，粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しよう
とする態度，問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評価・改善したりしようとする態度や創造性の
基礎を養う。

数学Ⅰ

【学びに向かう力、人間性等】【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

数と式，図形と計量，二次関数及びデータの分
析についての基本的な概念や原理・法則を体系
的に理解するとともに，事象を数学化したり，
数学的に解釈したり，数学的に表現・処理した
りする技能を身に付けるようにする。

命題の条件や結論に着目し，数や式を多面的に
みたり目的に応じて適切に変形したりする力，
図形の構成要素間の関係に着目し，図形の性質
や計量について論理的に考察し表現する力，関
数関係に着目し，事象を的確に表現してその特
徴を表，式，グラフを相互に関連付けて考察す
る力，社会の事象などから設定した問題につい
て，データの散らばりや変量間の関係などに着
目し，適切な手法を選択して分析を行い，問題
を解決したり，解決の過程や結果を批判的に考
察し判断したりする力を養う。

評価規準 知 思 態

1

数と式（２）
【知識及び技能】
　数を実数まで拡張する意義を理解
し，簡単な無理数の四則計算をする
こと。
　不等式の解の意味や不等式の性質
について理解し，一次不等式の解を
求めること。

第２節　実数
４　実数
５　根号を含む式の計算
　中学校までに取り扱ってきた数
を実数としてまとめ，数の体系に
ついての理解を深める。その際，
実数が四則演算に関して閉じてい
ることや，直線上の点と1対1に対

【知識・技能】
○分数を循環小数で表すことができる。
○有理数が整数，有限小数，循環小数のいず
れかで表される理由を理解している。
○有理数，無理数，実数の定義を理解し，そ
れぞれの範囲での四則計算の可能性について
理解している。
○絶対値の意味と記号表示を理解している。

配当
時数

数と式（１）
【知識及び技能】
　単項式、多項式の次数、係数につ
いて理解を深め、同類項をまとめる
演算、分配法則・公式による展開、
因数分解などができる。
【思考力、判断力、表現力等】
　問題を解決する際に，既に学習し
た計算の方法と関連付けて，式を多
面的に捉えたり目的に応じて適切に
変形したりすること。
【学びに向かう力、人間性等】
　式の計算に関心を持ち、より良い
方法について考察しようとする。

第１節　式の計算
１　多項式の加法と減法
　単項式、多項式の次数、係数の
確認・同類項をまとめる計算を行
う。
２　多項式の乗法
　二次の乗法公式の理解を深め、
式を多面的にみたり目的に応じて
式を適切に変形したりする。
　分配法則により、展開できるよ
うにする。公式や置き換えを利用
して、手際よく展開することも知
る。
３　因数分解
　因数分解の公式の理解を深め、
式を多面的にみたり目的に応じて
式を適切に変形したりする。

・教科書、問題集、Webドリル

【知識・技能】
○単項式や多項式，同類項，次数など式に関
する用語を理解している。
○多項式について，同類項をまとめたり，あ
る文字に着目して降べきの順に整理したりす
ることができる。
○多項式の加法，減法の計算ができる。
○指数法則を理解し，多項式の乗法の計算が
できる。
○展開の公式を利用できる。
○式の形の特徴に着目して変形し，展開の公
式が適用できるようにすることができる。
○因数分解の公式を利用できる。
○因数分解を行うのに，文字のおき換えを利
用することができる。
【思考・判断・表現】
○式の展開は分配法則を用いると必ずできる
ことを理解している。
○式を１つの文字におき換えることによっ
て，式の計算を簡略化することができる。
○複雑な式についても，項を組み合わせる，
降べきの順に整理するなどして見通しをよく
することで，因数分解をすることができる。
○式の形の特徴に着目して変形し，因数分解
の公式が適用できるようにすることができ
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
○単項式，多項式とその整理の仕方に関心を
もち，考察しようとする。
○多項式の乗法には，数の場合と同様に分配
法則が使えることに関心をもち，考察しよう
とする。
○式の変形，整理などの工夫において，より
よい方法を考察しようとする。
○展開と因数分解の関係に着目し，因数分解
の検算に展開を利用しようとする態度があ
る。

〇 〇 〇 13

〇
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単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

数学 数学Ⅰ

（12a組：谷藤） （1b組：菊地久） （2b組：上田） （34a組：谷藤）

数学 数学Ⅰ 3

【 知　識　及　び　技　能 】

（3b組：菊地久） （4b組：上田）

１

数学のよさを認識し数学を活用しようとする態
度，粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断し
ようとする態度，問題解決の過程を振り返って
考察を深めたり，評価・改善したりしようとす
る態度や創造性の基礎を養う。

（5a組：谷藤） （5b組：上田）

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

数学における基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに，事象を数学化したり，数学的に解釈
したり，数学的に表現・処理したりする技能を身に付けるようにする。

数研出版　新編数学Ⅰ

数学

数学を活用して事象を論理的に考察する力，事象の本質や他の事象との関係を認識し統合的・発展的に考察
する力，数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力を養う。



第１節　２次関数とグラフ
１　関数とグラフ
２　２次関数のグラフ
　2次関数の値の変化やグラフの特
徴を理解するとともに，2次関数の
式とグラフとの関係について，コ
ンピュータなどの情報機器を用い
てグラフをかくなどして多面的に
考察する。

第２節　２次関数の値の変化
３　２次関数の最大・最小
４　２次関数の決定
　2次関数のグラフを通して関数の
値の変化を考察し，2次関数の最大
値や最小値を求めることができる
ようにする。

【知識・技能】
○y=f(x)  や f(a)  の表記を理解し，用いる
ことができる。
○与えられた条件から1次関数を決定すること
ができる。
○定義域に制限がある1次関数のグラフがかけ
て，値域が求められる。
○y=〖ax〗^2，y=〖ax〗^2+q，
y=〖a(x-p)〗^2  ，y=〖a(x-p)〗^2+q の表記
について，グラフの平行移動とともに理解し
ている。
○〖ax〗^2+bx+c を〖a(x-p)〗^2+qの形に変
形できる。
○平方完成を利用して，2次関数
y=〖ax〗^2+bx+c のグラフの軸と頂点を調
べ，グラフをかくことができる。
○放物線の平行移動や対称移動の一般公式を
活用して,移動後の放物線の方程式を求めるこ
とができる。
○2次関数が最大値または最小値をもつことを
理解している。
○2次関数をy=〖a(x-p)〗^2+q の形に式変形
して，最大値，最小値を求めることができ
る。
○2次関数の定義域に制限がある場合に，最大
最小値を求めることができる。
○2次関数の決定において，与えられた条件を
関数の式に表現し，2次関数を決定することが
できる。
○連立3元1次方程式の解き方を理解してい
る。
【思考・判断・表現】
○2つの変量関係を関数式で表現できる
○2次関数の特徴について，表，式，グラフを
相互に関連付けて多面的に考察することがで
きる。
○2次関数 y=〖ax〗^2+bx+c のグラフを，y=
〖ax〗^(2 )のグラフをもとに考察することが
できる。
○放物線の平行移動を，頂点の移動に着目し

〇 〇 〇 18

〇 〇 〇 15
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２次関数(1)
【知識及び技能】
　２次関数の値の変化やグラフの特
徴について理解すること。
  ２次関数の最大値や最小値を求め
ること。
【思考力、判断力、表現力等】　２
次関数の式とグラフとの関係につい
て，コンピュータなど
の情報機器を用いてグラフをかくな
どして多面的に考察するこ
と。
【学びに向かう力、人間性等】　放
物線のもつ性質や、日常生活におけ
る関数に興味関心をもち、考察する
こと。

求めること。
【思考力、判断力、表現力等】
　不等式の性質を基に一次不等式を
解く方法を考察すること。
  日常の事象や社会の事象などを数
学的に捉え，一次不等式を問題解決
に活用すること。
【学びに向かう力、人間性等】
　これまで学習してきた内容を生入
りするとともに新たに学習した内容
について考察すること。

ることや，直線上の点と1対1に対
応していることなどについて理解
するとともに，簡単な無理数の四
則計算ができるようにする。

第３節　一次不等式
６　不等式の性質
７　１次不等式
８　絶対値を含む方程式・不等式
　不等式の解の意味や不等式の性
質について理解するとともに，不
等式の性質を基に1次不等式を解く
方法を考察したり，具体的な事象
に関連した課題の解決に1次不等式
を活用したりする力を培う。

・教科書、問題集、Webドリル

○絶対値の意味と記号表示を理解している。
○平方根の意味，性質を理解している。
○根号を含む式の加法，減法，乗法の計算が
できる。また，分母の有理化ができる。
○分母に根号を含む式は，分母を有理化して
扱うことができる。
○不等号の意味を理解し，数量の大小関係を
式で表すことができる。
○不等式の性質を理解している。
○不等式における解の意味を理解し，1次不等
式を解くことができる。
○連立不等式の意味を理解し，連立1次不等式
を解くことができる。
○絶対値の意味から，絶対値を含む方程式，
不等式を解くことができる。
【思考・判断・表現】
○四則計算を可能にするために数が拡張され
てきたことを理解している。
○実数を数直線上の点の座標として捉えられ
る。また，実数の大小関係と数直線を関係づ
けて考察することができる。
○根号を含む式の計算について，一般化して
考えられる。
○A<B<C を A<B かつ B<C として捉えること
ができ，不等式を解くことができる。
○身近な問題を1次不等式の問題に帰着させ，
問題を解決することができる。
○絶対値記号を含むやや複雑な式について
も，適切に絶対値記号をはずす処理ができ
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
○今まで学習してきた数の体系について整理
し，考察しようとする。
○根号を含む式の計算公式を証明しようとす
る。
○対称式の値の求め方に興味を示し，自ら考
察しようとする。
○循環小数が分数で表現できることに関心を
もち，考察しようとする。
○不等式の性質について，等式における性質
と比較して，考察しようとする。
○不等式における解の意味について，等式に
おける解と比較して，考察しようとする。
○絶対値記号を含むやや複雑な方程式や不等
式を解くことに取り組む意欲がある。
○日常的な事象に1次不等式が活用できること
に関心をもち，考察しようとする。

定期考査
〇 〇

１
学
期



○放物線の平行移動を，頂点の移動に着目し
て，考察することができる。
○2次関数の値の変化をグラフから考察するこ
とができる。
○具体的な事象の最大・最小の問題を，2次関
数を用いて表現し，処理することができる。
○定義域が変化するときや，グラフが動くと
きの最大値や最小値について，考察すること
ができる。
○2次関数の決定において，条件を処理するの
に適した式の形を判断することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
○日常生活に見られる関数の具体例を見つけ
て考察しようとする。
○座標平面上の点と象限について，理解を深
めようとする。
○放物線のもつ性質に興味・関心を示し，自
ら調べようとする。
○一般の2次関数 y=ax^2+bx+c について，頂
点，軸の式を考察しようとする。
○放物線の平行移動や対称移動の一般公式を
考察しようとする。
○日常生活における具体的な事象の考察に，2
次関数の最大・最小の考えを活用しようとす
る。
○2次関数の決定条件に興味，関心をもち，考
察しようとする。

２次関数(2)
【知識及び技能】
　２次方程式の解と２次関数のグラ
フとの関係について理解す
ること。また，２次不等式の解と２
次関数のグラフとの関係に
ついて理解し，２次関数のグラフを
用いて２次不等式の解を求
めること。
【思考力、判断力、表現力等】
２つの数量の関係に着目し，日常の
事象や社会の事象などを数学的に捉
え，問題を解決したり，解決の過程
を振り返って事象の数学的な特徴や
他の事象との関係を考察したりする
こと。
【学びに向かう力、人間性等】
　２次方程式と２次関数のグラフの
関係性や、１次不等式と２次不等式
の関連などに興味関心をもち、考察
しようとすること。

第３節　２次方程式と２次不等式
５　２次方程式
６　２次関数のグラフとx軸の位置
関係
７　２次不等式
　2次方程式や2次不等式の解と2次
関数のグラフとの関係について理
解し，2次関数のグラフを用いて2
次不等式の解を求められるように
する。

【知識・技能】
○2次方程式の解き方として，因数分解，解の
公式を理解している。
○2次方程式において，判別式
D=b^2-4ac の符号と実数解の個数の関係を理
解している。
○2次関数のグラフとx軸の共有点の座標が求
められる。
○2次関数のグラフとx軸の共有点の個数を求
めることができる。
○2次不等式を解くことができる。
○2次不等式を利用する応用問題を解くことが
できる。
○2次の連立不等式を解ける。
【思考・判断・表現】
○2次方程式が実数解や重解をもつための条件
を式で示すことができる。
○2次関数のグラフとx軸の共有点の個数や位
置関係を，D=b^2-4acの符号から考察すること
ができる。
○2次関数の値の符号と2次不等式の解を関連
させて考察することができる。
○2次式が一定の符号をとるための条件を，グ
ラフと関連させて考察することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
○2次方程式がどんな場合でも解けるように，
解の公式を得て，それを積極的に利用しよう
とする。
○1次の係数が2b'である2次方程式の解の公式
を積極的に利用しようとする。
○2次関数のグラフとx軸の位置関係を調べ，
その意味を探ろうとする。
○1次関数と1次不等式の関係から，2次不等式
の場合を考えようとする。
○2次不等式で図を積極的に利用する。
○身近な問題を2次不等式で解決しようとす
る。

〇 〇 〇

定期考査
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図形と計量
【知識及び技能】
　鋭角の三角比の意味と相互関係に
ついて理解すること。
  三角比を鈍角まで拡張する意義を
理解し，鋭角の三角比の値
を用いて鈍角の三角比の値を求める
方法を理解すること。
 正弦定理や余弦定理について三角
形の決定条件や三平方の定
理と関連付けて理解し，三角形の辺
の長さや角の大きさなどを
求めること。
【思考力、判断力、表現力等】
　図形の構成要素間の関係を三角比
を用いて表現するとともに，定理や
公式として導くこと。
  図形の構成要素間の関係に着目
し，日常の事象や社会の事象
などを数学的に捉え，問題を解決し
たり，解決の過程を振り返
って事象の数学的な特徴や他の事象
との関係を考察したりする
こと。
【学びに向かう力、人間性等】
　日常の事象や社会の事象などに三
角比を活用しようとすること。

第１節　三角比
１　三角比
２　三角比の相互関係
３　三角比の拡張
　三角比の意味やその基本的な性
質について理解し，三角比の相互
関係などを理解できるようにす
る。 また，日常の事象や社会の事
象などを数学的にとらえ，三角比
を活用して問題を解決する力を培
う。

第２節　三角形への応用
４　正弦定理
５　余弦定理
６　正弦定理と余弦定理の応用
７　三角比の面積
８　空間図形への応用
　図形の構成要素間の関係を，三
角比を用いて表現し定理や公式を
導く力，日常の事象や社会の事象
などを数学的にとらえ，正弦定
理，余弦定理などを活用して問題
を解決したりする力などを培う。

【知識・技能】
○直角三角形において，正弦，余弦，正接が
求められる。
○三角比の定義から，辺の長さを求める関係
式を考察することができる。
○直角三角形の辺の長さを三角比で表す式を
理解し，測量などの応用問題に利用できる。
○三角比の相互関係を利用して，1つの値から
残りの値が求められる。
○sin 〖(90°-θ)=cos  θ 〗  などの公式が利
用できる。
○直角三角形の斜辺の長さを適当に変えて，
三角比を考察することができる。
○sin 〖(180°-θ)=〗  sin θ などの公式が
利用できる。
○0°≦θ≦180° において，三角比の値から
θを求めることができる。また，1つの三角比
の値からの残りの値を求めることができる。
○0°≦θ≦180°の場合，1つの三角比の値か
ら残りの値を求める問題では，三角比の符号
に注意を払う必要があることを理解してい
る。
○正弦定理におけるA＝B＝C＝Dの形の関係式
を適切に処理できる。
○正弦定理を用いて,三角形の辺の長さや外接
円の半径が求められる。
○余弦定理を用いて，三角形の辺の長さや角
の大きさが求められる。
○余弦定理や正弦定理を用いて，三角形の残
りの辺の長さや角の大きさを求めることがで
きる。
○三角比を用いた三角形の面積を求める公式
を理解している。
○3辺が与えられた三角形の面積を求めること
ができる。
○3辺が与えられた三角形の内接円の半径を求
めることができる。
○三角比を測量に応用できる。
○正弦定理，余弦定理を空間図形の計量に応
用できる。

集合と命題
【知識及び技能】
　集合と命題に関する基本的な概念
を理解すること。
【思考力、判断力、表現力等】
　集合の考えを用いて論理的に考察
し，簡単な命題を証明する
こと。
【学びに向かう力、人間性等】
　命題と条件の違いや，命題と集合
との関係について，積極的に理解し
ようとすること。

１　集合
２　命題と条件
３　命題とその逆・対偶・裏
４　命題と証明
　集合と命題に関する基本的な概
念を理解し，それを事象の考察に
活用できるようにする。

・教科書、問題集、Webドリル

定期考査
〇 〇 1

【知識・技能】
○命題の真偽，反例の意味を理解し，集合の
包含関係や反例を調べることで，命題の真偽
を決定することができる。
○必要条件，十分条件，必要十分条件，同値
の定義を理解している。
○条件の否定，ド・モルガンの法則を理解
し，複雑な条件の否定が求められる。
○命題の逆・対偶・裏の定義と意味を理解
し，真偽を調べることができる。
○対偶による証明法や背理法のしくみを理解
している。
【思考・判断・表現】
○命題の真偽を，集合の包含関係に結び付け
てとらえることによって考察することができ
る。
○命題が偽であることを示すには，反例を1つ
あげればよいことが理解できる。
○命題の条件や結論に着目し，命題に応じて
対偶の利用や背理法の利用を適切に判断する
ことで，命題を証明することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
○命題と条件の違い，命題と集合との関係に
ついて積極的に理解しようとする。
○条件を満たすものの集合の包含関係が，命
題の真偽に関連していることに着目し，命題
について調べようとする態度がある。
○命題とその対偶の真偽の関係について考察
しようとする。
○直接証明法では難しい命題も，対偶を用い
た証明法や背理法を用いると鮮やかに証明で
きることに興味・関心をもち，実際に証明し
ようとする。

〇 〇 〇 5



３
学
期

用できる。
○三角比を利用して，正四面体などの体積を
求めることができる。
【思考・判断・表現】
○三角比の表からsin θ，cos θ，tan θの値を
読み取ることができる
○具体的な事象を三角比の問題としてとらえ
ることができる。
○三平方の定理をもとに三角比の相互関係を
考察することができる。
○既知である鋭角の三角比を，鈍角の場合に
拡張して考察することができる。
○三角形の辺と角，外接円の半径の間に成り
立つ関係式として，正弦定理を導くことがで
きる。
○正弦定理を測量に応用できる。
○三角形の辺と角の間に成り立つ関係式とし
て，余弦定理を導くことができる。
○余弦定理を測量に応用できる
○正弦定理を
a：b：c=sinA：sinB：sinC としてとらえ，三
角形の角の大きさについて考察することがで
きる。
○三角比と三角形の面積の関係を考察するこ
とができる
○三角形の面積を，決定条件である2辺とその
間の角または3辺から求めることができる。
○空間図形への応用において，適当な三角形
に着目して考察することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
○日常の事象や社会の事象などに三角比を活
用しようとす
○三角比の相互関係を調べようとする
○これまでに学習している数や図形の性質に
関する拡張と対比し，三角比を鋭角から鈍角
まで拡張して考察しようとする
○三角比が与えられたときのθを求める際
に，図を積極的に利用しようとする
○tan θと直線の傾きの関係に興味をもち考察
しようとする。
○正弦定理の図形的意味を考察する。また，
三角形の外接円，円周角と中心角の関係など
から，正弦定理を導こうとする
○余弦定理の図形的意味を考察する。また，
三平方の定理をもとに余弦定理を導こうとす
る
○三角形の解法について興味を示し，sin75°
なども求めようとする。
○三角形の内接円と面積の関係を導こうとす
る。
○日常の事象や社会の事象などに正弦定理や
余弦定理を活用しようとする。

〇 〇 〇 20

データの分析
【知識及び技能】
　分散，標準偏差，散布図及び相関
係数の意味やその用い方を
理解すること。
  コンピュータなどの情報機器を用
いるなどして，データを表
やグラフに整理したり，分散や標準
偏差などの基本的な統計量
を求めたりすること。
 具体的な事象において仮説検定の
考え方を理解すること。
【思考力、判断力、表現力等】
　データの散らばり具合や傾向を数
値化する方法を考察するこ
と。
  目的に応じて複数の種類のデータ
を収集し，適切な統計量やグラフ，
手法などを選択して分析を行い，
データの傾向を把握して事象の特徴
を表現すること。
　不確実な事象の起こりやすさに着
目し，主張の妥当性につい
て，実験などを通して判断したり，
批判的に考察したりするこ
と。

１　データの整理
２　データの代表値
３　データの散らばりと四分位数
４　分散と標準偏差
５　２つの変量の間の関係
６　仮説検定の考え方
　データの散らばり具合や傾向を
数値化する方法を考察する力，目
的に応じて複数の種類のデータを
収集し，適切な統計量やグラフ，
手法などを選択して分析を行い，
データの傾向を把握して事象の特
徴を表現する力，不確実な事象の
起こりやすさに着目し，主張の妥
当性について，実験などを通して
判断したり，批判的に考察したり
する力などを養う。

【知識・技能】
○度数分布表，ヒストグラムについて理解し
ている
○平均値や最頻値，中央値の定義や意味を理
解し，それらを求めることができる。
○範囲や四分位範囲の定義やその意味を理解
し，それらを求めることができる。また，
データの散らばりを比較することができる。
○箱ひげ図をかき，データの分布を比較する
ことができる。
○ヒストグラムと箱ひげ図の関係について理
解している。
○偏差の定義とその意味を理解している。
○分散，標準偏差の定義とその意味を理解
し，それらに関する公式を用いて，分散，標
準偏差を求めることができる。
○相関係数の定義とその意味を理解し，定義
にしたがって求めることができる。
○相関係数は散布図の特徴を数値化したもの
であること，数値化して扱うことのよさを理
解している。
○分割表の意味を理解し，問題解決に活用す
ることができる。
○仮説検定の考え方を理解し，具体的な事象
に当てはめて考えることができる。
【思考・判断・表現】
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6

定期考査

〇 〇

1

合計

と。
【学びに向かう力、人間性等】
　統計の利便性について学び、具体
的な事象において統計を積極的に活
用しようとすること

【思考・判断・表現】
○データの分布の仕方によっては，代表値と
して平均値を用いることが必ずしも適切でな
いことを理解している。
○データの散らばりの度合いをどのように数
値化するかを考察することができる。
○データの中に他の値から極端にかけ離れた
外れ値が含まれる場合について，外れ値の背
景を探ることの利点を考察することができ
る。
○変量の変換によって，平均値や標準偏差が
どのように変化するかを考察することがで
き，それらの性質を活用して平均値や分散を
見通しよく計算することができる。
○散布図を作成し，2つの変量の間の相関を考
察することができる。
○データの相関について，散布図や相関係数
を利用してデータの相関を的確にとらえて説
明することができる。
○複数のデータを，散らばりや変量間の関係
などに着目し，適切な手法を選択して分析
し，問題解決したり，解決の過程や結果を批
判的に考察し判断したりすることができる。
○不確実な事象の起こりやすさに着目し，実
験などを通して，問題の結論について判断し
たり，その妥当性について批判的に考察した
りすることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
○データを整理して全体の傾向を考察しよう
とする。
○身近な統計における代表値の意味について
考察しようとする。
○データの散らばりの度合いをどのように数
値化するかを考察しようとする。
○変量の変換によって，平均値や標準偏差が
どのように変化するか，考察しようとする。
○相関の強弱を数値化する方法を考察しよう
とする。
○相関関係と因果関係の違いについて考察し
ようとする。
○身近な事柄において，仮説検定の考え方を
活用して判断しようとする態度がある。

〇 〇 〇
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年間授業計画

大泉桜高等学校 令和5年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 5 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

３
学
期

酸化と還元が電子の授受によること
を理解する。酸化と還元に関する観
察・実験を通じて、電子の授受につ
いて理解し、適切に表現する。酸化
と還元に関して授業に主体的に取り
組み、科学的に探究しようとする態
度を養う。

3編　物質の変化
3章　酸化還元反応

酸化と還元が電子の授受によることを理解す
る。酸化と還元に関する観察・実験を通じ
て、電子の授受について理解し、適切に表現
する。酸化と還元に関して授業に主体的に取
り組み、科学的に探究しようとする態度を養
う。

〇 〇

２
学
期

物質量は粒子数・質量・気体の体積との
関係について、化学反応式は実験等を通
じて、反応式が反応に関与する物質とそ
の量的関係を表すことを理解する。それ
らの観察・実験に関する技能を身につけ
る。

3編　物質の変化
1章　物質量と化学反応式

物質量は粒子数・質量・気体の体積との関係
について、化学反応式は式が反応に関与する
物質とその量的関係を表すことを理解してい
る。それらの観察・実験に関する技能を身に
ついている。

〇 〇

2編　物質の構成
1章　原子の構成と元素の周期表

原子の構造及び陽子・中性子・電子の性質の
理解している。元素の周期律や原子の電子配
置と周期表との関係について理解している。
物質の構成について、問題等を通じて電子配
置や周期表の規則性に関する思考力を養う。
物質の構成について主体的に取り組み、科学
的に探究しようとする態度が出来ている。

〇 〇

1編　化学と人間生活
２章　物質の成分と構成元素

物質の分離や精製の実験を通じ、実験の基本
操作と探究方法を身につける。単体・化合物
や粒子の熱運動と温度との関係性、物質の三
態変化について理解している。元素につい
て、観察・実験などを通じて探究し、科学的
に考察し表現できる。授業に主体的に取り組
み、科学的に探究しようとする態度が出来て
いる。

〇 16

化学基礎の学習内容が日常生活や社
会を支えている科学技術と結びつい
ていることを理解する。

〇 11

酸や塩基に関する実験などを行い、
酸と塩基の性質及び中和反応に関与
する物質の量的関係を理解する。酸
と塩基に関する観察・実験を通じて
酸性と塩基性の強弱や中和反応の原
理等について理解し、適切に表現す
る。

3編　物質の変化
2章　酸と塩基

酸や塩基に関する実験などを行い、酸と塩基
の性質及び中和反応に関与する物質の量的関
係を理解している。酸と塩基に関する観察・
実験を通じて酸性と塩基性の強弱や中和反応
の原理等について理解し、適切に表現でき
る。

〇 〇 〇 16

3編　物質の変化
終章　化学が拓く世界

化学基礎で学んだことが日常生活や社会を支
えている科学技術と結びついていることを理
解している。

〇 〇 〇

1

合計

70

物質の化学結合について、観察・実験等
を通じて理解し、それに関する技能を身
につける。物質の化学結合について、観
察・実験などを通じて探究し、物質の構
成に関する規則性や関係性を表現する。
物質の化学結合に関して授業に主体的に
取り組み、科学的に探究しようとする態
度を養う。

2編　物質の構成
2章　化学結合

イオンの生成と電子配置の関連性について理
解している。イオン結合及びイオン結晶つい
て性質を理解している。イオンについて、授
業内の発問や問題等を通じてイオンの生成と
電子配置の関連性を正確に判断し表現でき
る。イオン及びイオン結合について主体的に
取り組み、科学的に探究しようとする態度が
出来ている。

〇 〇 〇

5

〇 〇 〇 5

14

配当
時数

１
学
期

化学と人間生活との関りについて理
解し、観察・実験等に関する技能を
身につける。身近な物質について、
観察・実験などを通じて探究し、科
学的に考察し表現する。授業に主体
的に取り組み、科学的に探究しよう
とする態度を養う。

1編　化学と人間生活
1章　化学とは何か

化学と人間生活との関りについて理解し、観
察・実験等に関する技能を身についている。
身近な物質について、観察・実験などを通じ
て探究し、科学的に考察し表現できる。授業
に主体的に取り組み、科学的に探究しようと
する態度が出来ている。

〇 〇 〇 2

化学と人間生活との関りについて理
解し、観察・実験等に関する技能を
身につける。身近な物質について、
観察・実験などを通じて探究し、科
学的に考察し表現する。授業に主体
的に取り組み、科学的に探究しよう
とする態度を養う。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

物質の構成粒子について、観察・実
験等を通じて理解し、それに関する
技能を身につける。物質の構成につ
いて、観察・実験などを通じて探究
し、物質の構成に関する規則性や関
係性を表現する。物質の構成に関し
て授業に主体的に取り組み、科学的
に探究しようとする態度を養う。

〇

日常生活や社会との関連を図りながら、物質の変化や性質について理解するとともに、科学的に探究するた
めに必要な観察・実験等に関する基本的な技能の習得。

（　5組：藤谷　　　　）

物質とその変化について主体的に関り、科学的
に探究しようとする態度を養う。

【学びに向かう力、人間性等】

理科 化学基礎

（　1組：藤谷　　　　）（　2組：藤谷　　　　）（　3組：藤谷　　　　）（　4組：藤谷　　　　）

理科 化学基礎 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

日常生活や社会との関連を図りながら、物質と
その変化について理解するとともに、科学的に
探究するために必要な観察・実験等に関する基
本的な技能の習得。

観察・実験等を行い、科学的に探究する力を養
う。

東京書籍 化学基礎（７０１）

理科

観察・実験等を行い、科学的に探究する力を養う。

物質とその変化や性質について主体的に関り、科学的に探究しようとする態度を養う。

化学基礎

【 知　識　及　び　技　能 】
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年間授業計画

大泉桜高等学校 令和5年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 5 組

教科担当者： （１～５組女子：安海、鳴海、和田、町田）（１～５組男子：佐藤、鳴海、町田）

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

科目 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

〇 〇 〇 12

Ａ：体つくり運動【男女共修】
【知識及び運動】体ほぐしの運動では，手軽な運動を行い、心と体は互いに影響し

・ストレッチ
・ヨガ

次の事項を身に付けることができることを評価規準とする。
【知識及び運動】知識では、運動を安全に行うには、関節への負荷がかかりすぎないよう

配当
時数

１
学
期

Ａ：体つくり運動【男女共修】
【知識及び運動】体ほぐしの運動では，ラジオ体操などの手軽な運動を行い、心と
体は互いに影響し変化することや心身の状態に気付き、仲間と自主的に関わり合う
ことができるようにする。実生活に生かす運動の計画では、ねらいに応じて、健康
の保持増進や調和のとれた体力の向上を図るための運動の計画を立て取り組むこと
ができるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】自己や仲間の課題を発見し、合理的な解決に向けて
運動の取り組み方を工夫するとともに、自己や仲間の考えたことを他者に伝えるこ
とができるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】体つくり運動に自主的に取り組むとともに、互いに
助け合い教え合おうとすること、一人一人の違いに応じた動きなどを大切にしよう
とすること、話合いに貢献しようとすることなどや健康・安全を確保することがで
きるようにする。

・ラジオ体操
・50ｍ、1000ｍ走、1500ｍ走
・アイスブレイク
・一人１台端末の活用　等

次の事項を身に付けることができることを評価規準とする。
【知識及び運動】知識では、定期的・計画的に運動を継続することは、心身の健康、健康
や体力の保持増進につながる意義があること。運動では、仲間と協力して課題を達成する
など、集団で挑戦するような運動を行うことを通して、気付いたり関わり合ったりするこ
とができる。
【思考力、判断力、表現力等】健康や安全をや安全を確保するために、体力や体調に応じ
た運動の計画等について振り返ることができる。また、体力の程度や性別等の違いに配慮
して、仲間とともに体つくり運動を楽しむための活動の方法や修正の仕方を見付けること
ができる。
【学びに向かう力、人間性等】体つくり運動の学習に自主的に取り組み、一人一人の違い
に応じた動きなどを大切にしようとすることや仲間に課題を伝え合うなど、互いに助け合
い教え合おうとすることができる。

〇 〇 〇 5

Ｂ：器械運動【男子】
【知識及び技能】回転系や巧技系の基本的な技を滑らかに安定して行うこ
と、条件を変えた技や発展技を行うこと及びそれらを構成し演技すること
ができるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】技などの自己や仲間の課題を発見し、合理
的な解決に向けて運動の取り組み方を工夫するとともに、自己の考えたこ
とを他者に伝えることができるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】器械運動に自主的に取り組むとともに、よ
い演技を讃たたえようとすること、互いに助け合い教え合おうとするこ
と、一人一人の違いに応じた課題や挑戦を大切にしようとすることなどや
健康・安全を確保することができるようにする。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

12

Ｄ：ネット型　バレーボール【女子】
【知識及び技能】役割に応じたボール操作や安定した用具の操作と連携し
た動きによって空いた場所をめぐる攻防をすることができるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】攻防などの自己やチームの課題を発見し，
合理的な解決に向けて運動の取り組み方を工夫するとともに、自己や仲間
の考えたことを他者に伝えることができるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】球技に自主的に取り組むとともに、フェア
なプレイを大切にしようとすること、作戦などについての話合いに貢献し
ようとすること、一人一人の違いに応じたプレイなどを大切にしようとす
ること、互いに助け合い教え合おうとすることなどや、健康・安全を確保
することができるようにする。

〇

〇 3

Ｅ：ベースボール型　キックベース【女子】※人間と社会と授業を分けている体育
のため、通年を通して同じ授業を４ローテ
【知識及び技能】状況に応じた走塁での攻撃、安定したボール操作と状況に応じた
守備などによって攻防をすることができるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】生涯にわたって運動を豊かに継続するためのチーム
や自己の課題を発見し、合理的、計画的な解決に向けて取り組み方を工夫するとと
もに自己やチームの考えたことを他者に伝えることができるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
　球技に主体的に取り組むとともに，フェアなプレイを大切にしようとすること、
合意形成に貢献しようとすること、一人一人の違いに応じたプレイなどを大切にし
ようとすること、互いに助け合い高め合おうとすることなどや健康・安全を確保す
ることできるようにする。

・基本的なキャッチボール
・捕球の仕方
・キック
・ゲームの理解
・ゲーム
・一人１台端末の活用　等

〇

〇

12

Ｃ：ゴール型　バスケットボール【男子】※人間と社会と授業を分けている体育の
ため、通年を通して同じ授業を４ローテ
【知識及び技能】安定したボール操作と空間を作りだすなどの動きによってゴール
前への侵入などから攻防をすることができるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】攻防などの自己やチームの課題を発見し，合理的な
解決に向けて運動の取り組み方を工夫するとともに，自己や仲間の考えたことを他
者に伝えることができるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】球技に自主的に取り組むとともに、フェアなプレイ
を大切にしようとすること、作戦などについての話合いに貢献しようとすること、
一人一人の違いに応じたプレイなどを大切にしようとすること、互いに助け合い教
え合おうとすることなどや健康・安全を確保することができるようにする。

・基本的なパス
・ドリブル
・レイアップシュート
・ゲームの理解
・ゲーム
・一人１台端末の活用　等

次の事項を身に付けることができることを評価規準とする。
【知識及び技能】知識では、球技の各型の各種目において用いられる技術や戦術、
作戦には名称があり、それらを身に付けるためのポイントがあること、技能では、
ゴール前に広い空間を作りだすために、守備者を引きつけてゴールから離れること
ができる。
【思考力、判断力、表現力等】ルールを守り競争したり勝敗を受け入れたりする場
面で、よりよいマナーや行為について、自己の活動を振り返ることや球技の学習成
果を踏まえて、自己に適した「する，みる，支える，知る」などの運動を継続して
楽しむための関わり方を見付けることができる。
【学びに向かう力、人間性等】球技の学習に自主的に取り組み、相手を尊重するな
どのフェアなプレイを大切にしようとすることと作戦などについての話合いに貢献
しようとすることができる。

〇

12

〇 4

Ｆ：ネット型　卓球【女子】※人間と社会と授業を分けている体育のため、通
年を通して同じ授業を４ローテ
【知識及び技能】役割に応じたボール操作や安定した用具の操作と連携した動
きによって空いた場所をめぐる攻防をすることができるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】攻防などの自己やチームの課題を発見し，合理
的な解決に向けて運動の取り組み方を工夫するとともに、自己や仲間の考えた
ことを他者に伝えることができるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】球技に自主的に取り組むとともに、フェアなプ
レイを大切にしようとすること、作戦などについての話合いに貢献しようとす
ること、一人一人の違いに応じたプレイなどを大切にしようとすること、互い
に助け合い教え合おうとすることなどや、健康・安全を確保することができる
ようにする。

〇

・基本的な打ち方
・シングルとダブルスのルールの
違い
・ゲームの理解
・ゲーム
・一人１台端末の活用　等

次の事項を身に付けることができることを評価規準とする。
【知識及び技能】知識では、球技の各型の各種目において用いられる技術や戦術、作戦に
は名称があり、それらを身に付けるためのポイントがあること、技能では、ボールを相手
側のコートの空いた場所やねらった場所に打ち返すができる。
【思考力、判断力、表現力等】ルールを守り競争したり勝敗を受け入れたりする場面で、
よりよいマナーや行為について、自己の活動を振り返ることや球技の学習成果を踏まえ
て、自己に適した「する，みる，支える，知る」などの運動を継続して楽しむための関わ
り方を見付けることができる。
【学びに向かう力、人間性等】球技の学習に自主的に取り組み、相手を尊重するなどの
フェアなプレイを大切にしようとすることと作戦などについての話合いに貢献しようとす
ることができる。

〇 〇 〇 12

・クロール
・平泳ぎ
・救命の方法(着衣泳等)
・一人１台端末の活用　等

次の事項を身に付けることができることを評価規準とする。
【知識及び技能】知識では、水泳の各種目で用いられる技術の名称があり、それぞれの技
術には、効率的に泳ぐためのポイントがあること、技能では、クロールは、肘を曲げて腕
全体で水をとらえ、加速するようにかくことができ、平泳ぎは、手を前方に大きく伸ばし
た後に肘を曲げ、加速させながら内側にかき込み、抵抗を減らすために素早く手を前に戻
すストロークの動きをすることできる。
【思考力、判断力、表現力等】選択した泳法について、自己や仲間の動きを分析して，良
い点や修正点を指摘することができる。また、水泳の学習成果を踏まえて自己に適した
「する，みる，支える，知る」などの生涯にわたって楽しむための関わり方を見付けるこ
とができる。
【学びに向かう力、人間性等】水泳の学習に自主的に取り組み、一人一人の違いに応じた
課題や挑戦を大切にしようとすることや水泳の事故防止の心得を遵守し、危険の予測をし
ながら回避行動をとるなど、健康・安全を確保することができる。

〇 〇

次の事項を身に付けることができることを評価規準とする。
【知識及び技能】知識では、球技の各型の各種目において用いられる技術や戦術、作戦に
は名称があり、それらを身に付けるためのポイントがあること、技能では、ボールの高さ
やコースなどにタイミングを合わせてボールをとらえることができる。
【思考力、判断力、表現力等】ルールを守り競争したり勝敗を受け入れたりする場面で、
よりよいマナーや行為について、自己の活動を振り返ることや作戦などの話合いの場面
で、合意形成するための関わり方を見付け、仲間に伝えることができ、球技の学習成果を
踏まえて、自己に適した「する，みる，支える，知る」などの運動を継続して楽しむため
の関わり方を見付けることができる。
【学びに向かう力、人間性等】球技の学習に自主的に取り組み、相手を尊重するなどの
フェアなプレイを大切にしようとすることと作戦などについての話合いに貢献しようとす
ることができる。

〇 〇

〇

なし

保健体育

体育について、下記の事項を身に付けることができるよう指導する。

体育について、下記の事項を身に付けることができるよう指導する。

体育

【 知　識　及　び　技　能 】

Ｄ：ネット型　バレーボール【男子】※人間と社会と授業を分けている体育の
ため、通年を通して同じ授業を４ローテ
【知識及び技能】役割に応じたボール操作や安定した用具の操作と連携した動
きによって空いた場所をめぐる攻防をすることができるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】攻防などの自己やチームの課題を発見し，合理
的な解決に向けて運動の取り組み方を工夫するとともに、自己や仲間の考えた
ことを他者に伝えることができるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】球技に自主的に取り組むとともに、フェアなプ
レイを大切にしようとすること、作戦などについての話合いに貢献しようとす
ること、一人一人の違いに応じたプレイなどを大切にしようとすること、互い
に助け合い教え合おうとすることなどや、健康・安全を確保することができる
ようにする。

・基本的なパス
・スパイク
・サーブ
・ゲームの理解
・ゲーム
・一人１台端末の活用　等

次の事項を身に付けることができることを評価規準とする。
【知識及び技能】知識では、球技の各型の各種目において用いられる技術や戦術、
作戦には名称があり、それらを身に付けるためのポイントがあること、技能では、
ボールを相手側のコートの空いた場所やねらった場所に打ち返すができる。
【思考力、判断力、表現力等】ルールを守り競争したり勝敗を受け入れたりする場
面で、よりよいマナーや行為について、自己の活動を振り返ることや球技の学習成
果を踏まえて、自己に適した「する，みる，支える，知る」などの運動を継続して
楽しむための関わり方を見付けることができる。
【学びに向かう力、人間性等】球技の学習に自主的に取り組み、相手を尊重するな
どのフェアなプレイを大切にしようとすることと作戦などについての話合いに貢献
しようとすることができる。

〇 〇 〇 12

次の事項を身に付けることができることを評価規準とする。
【知識及び技能】知識では、水泳の各種目で用いられる技術の名称があり、それぞれの技
術には、効率的に泳ぐためのポイントがあること、技能では、クロールは、肘を曲げて腕
全体で水をとらえ、加速するようにかくことができ、平泳ぎは、手を前方に大きく伸ばし
た後に肘を曲げ、加速させながら内側にかき込み、抵抗を減らすために素早く手を前に戻
すストロークの動きをすることできる。
【思考力、判断力、表現力等】選択した泳法について、自己や仲間の動きを分析して，良
い点や修正点を指摘することができる。また、水泳の学習成果を踏まえて自己に適した
「する，みる，支える，知る」などの生涯にわたって楽しむための関わり方を見付けるこ
とができる。
【学びに向かう力、人間性等】水泳の学習に自主的に取り組み、一人一人の違いに応じた
課題や挑戦を大切にしようとすることや水泳の事故防止の心得を遵守し、危険の予測をし
ながら回避行動をとるなど、健康・安全を確保することができる。

〇 〇

・基本的なパス
・スパイク
・サーブ
・ゲームの理解
・ゲーム
・一人１台端末の活用　等

次の事項を身に付けることができることを評価規準とする。
【知識及び技能】知識では、球技の各型の各種目において用いられる技術や戦術、
作戦には名称があり、それらを身に付けるためのポイントがあること、技能では、
ボールを相手側のコートの空いた場所やねらった場所に打ち返すができる。
【思考力、判断力、表現力等】ルールを守り競争したり勝敗を受け入れたりする場
面で、よりよいマナーや行為について、自己の活動を振り返ることや球技の学習成
果を踏まえて、自己に適した「する，みる，支える，知る」などの運動を継続して
楽しむための関わり方を見付けることができる。
【学びに向かう力、人間性等】球技の学習に自主的に取り組み、相手を尊重するな
どのフェアなプレイを大切にしようとすることと作戦などについての話合いに貢献
しようとすることができる。

〇

・前転、後転、開脚前転、開脚後
転、側転、ロンダート　等の基本
的な技
・倒立、倒立前転、ハンドスプリ
ング、バク転　等の技
・一人１台端末の活用　等

次の事項を身に付けることができることを評価規準とする。
【知識及び技能】知識では、自己の動きや仲間の動き方を分析するには、自己観察と他者
観察などの方法があることや技と関連させた補助運動や部分練習を取り入れることによ
り、結果として体力を高めることができること。技能では、体をマットに順々に接触させ
て回転するための動き方、回転力を高めるための動き方で、基本的な技の一連の動きを滑
らかに安定させて回ることや開始姿勢や終末姿勢、支持の仕方や組合せの動きなどの条件
を変えて回転することができる。
【思考力、判断力、表現力等】選択した技に必要な準備運動や自己が取り組む補助運動を
選ぶことや仲間やグループで分担した役割に関する成果や改善すべきポイントについて自
己の活動を振り返ることができる。
【学びに向かう力、人間性等】器械運動の学習に自主的に取り組み、仲間に課題を伝え
合ったり補助し合ったりして、互いに助け合い教え合おうとすることができる。

体育について、下記の事項を身に付けることができるよう指導する。

運動における競争や協働の経験を通して、公正に取り組む、
互いに協力する、自己の責任を果たす、参画する、一人一人
の違いを大切にしようとするなどの意欲を育てるとともに、
健康・安全を確保して、生涯にわたって継続して運動に親し
む態度を養うことができるようにする。

【学びに向かう力、人間性等】

保健体育 体育
保健体育 体育 3

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

運動の合理的、計画的な実践を通して、運動の楽しさや喜び
を深く味わい、生涯にわたって運動を豊かに継続することが
できるようにするため、運動の多様性や体力の必要性につい
て理解するとともに、それらの技能を身に付けることができ
るようにする。

生涯にわたって運動を豊かに継続するための課題を
発見し、合理的、計画的な解決に向けて思考し判断
するとともに、自己や仲間の考えたことを他者に伝
える力を養うことができるようにする。

Ｇ：水泳【男女共修】
【知識及び技能】記録の向上や競争の楽しさや喜びを味わい，技術の名称や行い
方，体力の高め方，運動観察の方法などを理解するとともに，効率的に泳ぐことが
できるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】泳法などの自己や仲間の課題を発見し，合理的な解
決に向けて運動の取り組み方を工夫するとともに、自己の考えたことを他者に伝え
ることができるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】水泳に自主的に取り組むとともに、勝敗などを冷静
に受け止め，ルールやマナーを大切にしようとすること、自己の責任を果たそうと
すること，一人一人の違いに応じた課題や挑戦を大切にしようとすることなどや，
水泳の事故防止に関する心得を遵守するなど健康・安全を確保することができるよ
うにする。

・クロール
・平泳ぎ
・救命の方法(着衣泳等)
・一人１台端末の活用　等

Ｇ：水泳【男女共修】
【知識及び技能】記録の向上や競争の楽しさや喜びを味わい，技術の名称や行い
方，体力の高め方，運動観察の方法などを理解するとともに，効率的に泳ぐことが
できるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】泳法などの自己や仲間の課題を発見し，合理的な解
決に向けて運動の取り組み方を工夫するとともに、自己の考えたことを他者に伝え
ることができるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】水泳に自主的に取り組むとともに、勝敗などを冷静
に受け止め，ルールやマナーを大切にしようとすること、自己の責任を果たそうと
すること，一人一人の違いに応じた課題や挑戦を大切にしようとすることなどや，
水泳の事故防止に関する心得を遵守するなど健康・安全を確保することができるよ
うにする。



Ｅ：ベースボール型　キックベース【女子】※人間と社会と授業を分けている体育
のため、通年を通して同じ授業を４ローテ
【知識及び技能】状況に応じた走塁での攻撃、安定したボール操作と状況に応じた
守備などによって攻防をすることができるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】生涯にわたって運動を豊かに継続するためのチーム
や自己の課題を発見し、合理的、計画的な解決に向けて取り組み方を工夫するとと
もに自己やチームの考えたことを他者に伝えることができるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
　球技に主体的に取り組むとともに，フェアなプレイを大切にしようとすること、
合意形成に貢献しようとすること、一人一人の違いに応じたプレイなどを大切にし
ようとすること、互いに助け合い高め合おうとすることなどや健康・安全を確保す
ることできるようにする。

・基本的なキャッチボール
・捕球の仕方
・キック
・ゲームの理解
・ゲーム
・一人１台端末の活用　等

次の事項を身に付けることができることを評価規準とする。
【知識及び技能】知識では、球技の各型の各種目において用いられる技術や戦術、作戦に
は名称があり、それらを身に付けるためのポイントがあること、技能では、ボールの高さ
やコースなどにタイミングを合わせてボールをとらえることができる。
【思考力、判断力、表現力等】ルールを守り競争したり勝敗を受け入れたりする場面で、
よりよいマナーや行為について、自己の活動を振り返ることや作戦などの話合いの場面
で、合意形成するための関わり方を見付け、仲間に伝えることができ、球技の学習成果を
踏まえて、自己に適した「する，みる，支える，知る」などの運動を継続して楽しむため
の関わり方を見付けることができる。
【学びに向かう力、人間性等】球技の学習に自主的に取り組み、相手を尊重するなどの
フェアなプレイを大切にしようとすることと作戦などについての話合いに貢献しようとす
ることができる。

２
学
期

３

Ａ：体つくり運動【男女共修】
【知識及び運動】体ほぐしの運動では，手軽な運動を行い、心と体は互いに影響し
変化することや心身の状態に気付き、仲間と自主的に関わり合うことができるよう
にする。実生活に生かす運動の計画では、ねらいに応じて、健康の保持増進や調和
のとれた体力の向上を図るための運動の計画を立て取り組むことができるようにす
る。
【思考力、判断力、表現力等】自己や仲間の課題を発見し、合理的な解決に向けて
運動の取り組み方を工夫するとともに、自己や仲間の考えたことを他者に伝えるこ
とができるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】体つくり運動に自主的に取り組むとともに、互いに
助け合い教え合おうとすること、一人一人の違いに応じた動きなどを大切にしよう
とすること、話合いに貢献しようとすることなどや健康・安全を確保することがで
きるようにする。

・縄跳び
・色々な技の跳び方
・一人１台端末の活用　等

次の事項を身に付けることができることを評価規準とする。
【知識及び運動】知識では、実生活で運動を継続するには、行いやすいこと、無理のない
計画であることなどが大切であること。運動では、仲間と協力して課題を達成するなど、
集団で挑戦するような運動を行うことを通して、気付いたり関わり合ったりすることがで
きる。
【思考力、判断力、表現力等】健康や安全をや安全を確保するために、体力や体調に応じ
た運動の計画等について振り返ることができる。また、体力の程度や性別等の違いに配慮
して、仲間とともに体つくり運動を楽しむための活動の方法や修正の仕方を見付けること
ができる。
【学びに向かう力、人間性等】体つくり運動の学習に自主的に取り組み、一人一人の違い
に応じた動きなどを大切にしようとすることや仲間に課題を伝え合うなど、互いに助け合
い教え合おうとすることができる。

〇 〇 〇 6

Ｈ：体育理論【男女共修】
【知識】現代のスポーツは、経済的な波及効果があり、スポーツ産業が経済の中で
大きな影響を及ぼしていることやスポーツの経済的な波及効果が高まるにつれ、ス
ポーツの高潔さなどが一層求められることができるようにする。スポーツを行う際
は、スポーツが環境や社会にもたらす影響を考慮し、多様性への理解や持続可能な
社会の実現に寄与する責任ある行動が求められることができるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】スポーツの文化的特性や現代のスポーツの発展につ
いて、課題を発見し，よりよい解決に向けて思考し判断するとともに他者に伝える
ことができるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】スポーツの文化的特性や現代のスポーツの発展につ
いての学習に自主的に取り組むことができるようにする。

・スポーツ産業
・スポーツと経済
・スポーツが環境と社会への影響
・一人１台端末の活用　等

次の事項を身に付けることができることを評価規準とする。
【知識】経済的効果には、スポーツの実施による直接的な効果のみならず、広範な業種か
ら構成されるスポーツ産業による効果、スポーツイベント等による
波及的な経済的効果があり、経済活動に大きな影響を及ぼしていることを理解できる。指
導では、スポーツを「みる，支える」視点から取り上げ、スポーツと関
わる経済活動に求められるスポーツの価値の遵守について、自己の考えを深めることがで
きる。スポーツに関わる人々の増加は、地域の人々の生活や社会環境にも様々な影響をも
たらすようになっていることを理解できる。また，スポーツを行う時には、提供者、利用
者の双方が持続可能な社会の実現や共生社会の実現を視野に入れた取組が求められること
についても理解できる。
【思考力、判断力、表現力等】スポーツの経済的効果と高潔さやスポーツが環境や社会へ
もたらす影響について、習得した知識を基に、持続可能なスポーツの発展のための課題の
解決に向けて、自己の提案を言葉や文章などを通して他者に伝えることができる。
【学びに向かう力、人間性等】スポーツの文化的特性や現代スポーツの発展についての学
習に，自主的に取り組もうとすることことができる。

〇 〇 〇 6

次の事項を身に付けることができることを評価規準とする。
【知識及び技能】知識では、球技の各型の各種目において用いられる技術や戦術、
作戦には名称があり、それらを身に付けるためのポイントがあること、技能では、
ゴール前に広い空間を作りだすために、守備者を引きつけてゴールから離れること
ができる。
【思考力、判断力、表現力等】ルールを守り競争したり勝敗を受け入れたりする場
面で、よりよいマナーや行為について、自己の活動を振り返ることや球技の学習成
果を踏まえて、自己に適した「する，みる，支える，知る」などの運動を継続して
楽しむための関わり方を見付けることができる。
【学びに向かう力、人間性等】球技の学習に自主的に取り組み、相手を尊重するな
どのフェアなプレイを大切にしようとすることと作戦などについての話合いに貢献
しようとすることができる。

Ｄ：ネット型　バレーボール【男子】※人間と社会と授業を分けている体育の
ため、通年を通して同じ授業を４ローテ
【知識及び技能】役割に応じたボール操作や安定した用具の操作と連携した動
きによって空いた場所をめぐる攻防をすることができるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】攻防などの自己やチームの課題を発見し，合理
的な解決に向けて運動の取り組み方を工夫するとともに、自己や仲間の考えた
ことを他者に伝えることができるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】球技に自主的に取り組むとともに、フェアなプ
レイを大切にしようとすること、作戦などについての話合いに貢献しようとす
ること、一人一人の違いに応じたプレイなどを大切にしようとすること、互い
に助け合い教え合おうとすることなどや、健康・安全を確保することができる
ようにする。

・基本的なパス
・スパイク
・サーブ
・ゲームの理解
・ゲーム
・一人１台端末の活用　等

次の事項を身に付けることができることを評価規準とする。
【知識及び技能】知識では、球技の各型の各種目において用いられる技術や戦術、
作戦には名称があり、それらを身に付けるためのポイントがあること、技能では、
ボールを相手側のコートの空いた場所やねらった場所に打ち返すができる。
【思考力、判断力、表現力等】ルールを守り競争したり勝敗を受け入れたりする場
面で、よりよいマナーや行為について、自己の活動を振り返ることや球技の学習成
果を踏まえて、自己に適した「する，みる，支える，知る」などの運動を継続して
楽しむための関わり方を見付けることができる。
【学びに向かう力、人間性等】球技の学習に自主的に取り組み、相手を尊重するな
どのフェアなプレイを大切にしようとすることと作戦などについての話合いに貢献
しようとすることができる。

Ｋ：陸上競技【男女共修】
【知識及び技能】長距離走では、自己に適したペースを維持し
て走ることができるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】動きなどの自己や仲間の課題を
発見し、合理的な解決に向けて運動の取り組み方を工夫すると
ともに、自己の考えたことを他者に伝えることができるように
する。
【学びに向かう力、人間性等】陸上競技に自主的に取り組むと
ともに、勝敗などを冷静に受け止め、ルールやマナーを大切に
しようとすること、自己の責任を果たそうとすること、一人一
人の違いに応じた課題や挑戦を大切にしようとすることなどや

・時間走
・距離走
・記録会
・一人１台端末の活用　等

次の事項を身に付けることができることを評価規準とする。
【知識及び技能】知識では、陸上競技の各種目で用いられる技術の名称があり、それぞれ
の技術には、記録の向上につながる重要な動きのポイントがあること。技能では、リズミ
カルに腕を振り、力みのないフォームで軽快に走ることや自己の体力や技能の程度に合っ
たペースを維持して走ることができる。
【思考力、判断力、表現力等】健康や安全を確保するために、体調や環境に応じた適切な
練習方法等について振り返ることや陸上競技の学習成果を踏まえて、自己に適した「す
る，みる，支える，知る」などの運動を継続して楽しむための関わり方を見付けることが
できる。
【学びに向かう力、人間性等】陸上競技の学習に自主的に取り組み、勝敗などを冷静に受
け止め、ルールやマナーを大切にしようとすること。一人一人の違いに応じた課題や挑戦
を大切にしようとすることができる。
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Ｃ：ゴール型　バスケットボール【男子】※人間と社会と授業を分けている体育の
ため、通年を通して同じ授業を４ローテ
【知識及び技能】安定したボール操作と空間を作りだすなどの動きによってゴール
前への侵入などから攻防をすることができるようにする。

・基本的なパス
・ドリブル
・レイアップシュート

次の事項を身に付けることができることを評価規準とする。
【知識及び技能】知識では、球技の各型の各種目において用いられる技術や戦術、
作戦には名称があり、それらを身に付けるためのポイントがあること、技能では、
ゴール前に広い空間を作りだすために、守備者を引きつけてゴールから離れること

〇 〇 〇

Ｃ：ゴール型　バスケットボール【男子】※人間と社会と授業を分けている体育の
ため、通年を通して同じ授業を４ローテ
【知識及び技能】安定したボール操作と空間を作りだすなどの動きによってゴール
前への侵入などから攻防をすることができるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】攻防などの自己やチームの課題を発見し，合理的な
解決に向けて運動の取り組み方を工夫するとともに，自己や仲間の考えたことを他
者に伝えることができるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】球技に自主的に取り組むとともに、フェアなプレイ
を大切にしようとすること、作戦などについての話合いに貢献しようとすること、
一人一人の違いに応じたプレイなどを大切にしようとすること、互いに助け合い教
え合おうとすることなどや健康・安全を確保することができるようにする。

変化することや心身の状態に気付き、仲間と自主的に関わり合うことができるよう
にする。実生活に生かす運動の計画では、ねらいに応じて、健康の保持増進や調和
のとれた体力の向上を図るための運動の計画を立て取り組むことができるようにす
る。
【思考力、判断力、表現力等】自己や仲間の課題を発見し、合理的な解決に向けて
運動の取り組み方を工夫するとともに、自己や仲間の考えたことを他者に伝えるこ
とができるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】体つくり運動に自主的に取り組むとともに、互いに
助け合い教え合おうとすること、一人一人の違いに応じた動きなどを大切にしよう
とすること、話合いに貢献しようとすることなどや健康・安全を確保することがで
きるようにする。

・ヨガ
・一人１台端末の活用　等

にすることや軽い運動から始めるなど、徐々に筋肉を温めてから行うこと。運動では、の
びのびとした動作で用具などを用いた運動を行うことを通して、気付いたり関わり合った
りすることができる。また、調和のとれた体力の向上を図ったり、選択した運動やスポー
ツの場面で必要とされる体の動きを高めたりするために、効率のよい組合せやバランスの
よい組合せで運動の計画を立てて取り組むことができる。
【思考力、判断力、表現力等】健康や安全をや安全を確保するために、体力や体調に応じ
た運動の計画等について振り返ることができる。また、体力の程度や性別等の違いに配慮
して、仲間とともに体つくり運動を楽しむための活動の方法や修正の仕方を見付けること
ができる。
【学びに向かう力、人間性等】体つくり運動の学習に自主的に取り組み、一人一人の違い
に応じた動きなどを大切にしようとすることや仲間に課題を伝え合うなど、互いに助け合
い教え合おうとすることができる。

〇 〇 〇 4

Ｈ：体育理論【男女共修】
【知識】スポーツは、人類の歴史とともに始まり、その理念が時代に応じて多様に
変容してきていることや我が国から世界に普及し、発展しているスポーツがあるこ
とができるようにする。現代のスポーツは、オリンピックやパラリンピック等の国
際大会を通して、国際親善や世界平和に大きな役割を果たし、共生社会の実現にも
寄与していることやドーピングは、フェアプレイの精神に反するなど能力の限界に
挑戦するスポーツの文化的価値を失わせることができるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】スポーツの文化的特性や現代のスポーツの発展につ
いて、課題を発見し，よりよい解決に向けて思考し判断するとともに他者に伝える
ことができるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】スポーツの文化的特性や現代のスポーツの発展につ
いての学習に自主的に取り組むことができるようにする。

・スポーツの歴史
・スポーツとは
・オリンピック、パラリンピック
・ドーピング
・一人１台端末の活用　等

次の事項を身に付けることができることを評価規準とする。
【知識】スポーツは、人類の歴史とともに世界各地で日常の遊びや生活などから生まれて
きたこと、近代になって、スポーツは娯楽から競技に変化し、一般の人びとに広がって
いったことなど、時代に応じて多様に変容してきていることを理解できる。また近年で
は、日本の文化の発信に貢献していることを理解できる。
　現代のスポーツは、国際親善や世界平和に大きな役割を果たしていて、それがオリン
ピックやパラリンピック等の国際大会があることを理解できる。ドーピングは不当に勝利
を得ようとするフェアプレイの精神に反する不正な行為であり、能力の限界に挑戦するス
ポーツの文化的価値を失わせる行為であることを理解できる。
【思考力、判断力、表現力等】スポーツの歴史的発展と多様な変化や現代のスポーツの意
義や価値について、事実や理念を整理したり，自己のスポーツへの関わりを見いだしたり
して、自己や社会にスポーツがもたらす影響について課題を発見することができる。
【学びに向かう力、人間性等】スポーツの文化的特性や現代スポーツの発展についての学
習に，自主的に取り組もうとすることことができる。

〇 〇 〇 5

〇

Ｊ：ネット型　バドミントン【男子】
【知識及び技能】役割に応じたボール操作や安定した用具の操作と連携し
た動きによって空いた場所をめぐる攻防をすることができるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】攻防などの自己やチームの課題を発見し，
合理的な解決に向けて運動の取り組み方を工夫するとともに、自己や仲間
の考えたことを他者に伝えることができるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】球技に自主的に取り組むとともに、フェア
なプレイを大切にしようとすること、作戦などについての話合いに貢献し
ようとすること、一人一人の違いに応じたプレイなどを大切にしようとす
ること、互いに助け合い教え合おうとすることなどや、健康・安全を確保
することができるようにする。

・基本的な打ち方
・シングルとダブルスのルールの
違い
・ゲームの理解
・ゲーム
・一人１台端末の活用　等

次の事項を身に付けることができることを評価規準とする。
【知識及び技能】知識では、球技の各型の各種目において用いられる技術や戦術、作戦に
は名称があり、それらを身に付けるためのポイントがあること、技能では、シャトルを相
手側のコートの空いた場所やねらった場所に打ち返すができる。
【思考力、判断力、表現力等】ルールを守り競争したり勝敗を受け入れたりする場面で、
よりよいマナーや行為について、自己の活動を振り返ることや球技の学習成果を踏まえ
て、自己に適した「する，みる，支える，知る」などの運動を継続して楽しむための関わ
り方を見付けることができる。
【学びに向かう力、人間性等】球技の学習に自主的に取り組み、相手を尊重するなどの
フェアなプレイを大切にしようとすることと作戦などについての話合いに貢献しようとす
ることができる。

〇 〇 〇 12

Ｉ：ゴール型　ハンドボール【男女共修】
【知識及び技能】安定したボール操作と空間を作りだすなどの動きによっ
てゴール前への侵入などから攻防をすることができるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】攻防などの自己やチームの課題を発見し，
合理的な解決に向けて運動の取り組み方を工夫するとともに、自己や仲間
の考えたことを他者に伝えることができるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】球技に自主的に取り組むとともに、フェア
なプレイを大切にしようとすること、作戦などについての話合いに貢献し
ようとすること、一人一人の違いに応じたプレイなどを大切にしようとす
ること、互いに助け合い教え合おうとすることなどや、健康・安全を確保
することができるようにする。

・基本的なパス
・ドリブル
・シュート
・ゲームの理解
・ゲーム
・一人１台端末の活用　等

次の事項を身に付けることができることを評価規準とする。
【知識及び技能】知識では、球技の各型の各種目において用いられる技術や戦術、作戦に
は名称があり、それらを身に付けるためのポイントがあること、技能では、味方が操作し
やすいパスを送ることができる。
【思考力、判断力、表現力等】　自己や仲間の技術的な課題やチームの作戦・戦術につい
ての課題や課題解決に有効な練習方法の選択について、自己の考えを伝えることができる
ことや球技の学習成果を踏まえて、自己に適した「する，みる，支える，知る」などの運
動を継続して楽しむための関わり方を見付けることができる。
【学びに向かう力、人間性等】球技の学習に自主的に取り組み、相手を尊重するなどの
フェアなプレイを大切にしようとすることと作戦などについての話合いに貢献しようとす
ることができる。

〇 〇 12〇

Ｆ：ネット型　卓球【女子】※人間と社会と授業を分けている体育のため、通
年を通して同じ授業を４ローテ
【知識及び技能】役割に応じたボール操作や安定した用具の操作と連携した動
きによって空いた場所をめぐる攻防をすることができるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】攻防などの自己やチームの課題を発見し，合理
的な解決に向けて運動の取り組み方を工夫するとともに、自己や仲間の考えた
ことを他者に伝えることができるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】球技に自主的に取り組むとともに、フェアなプ
レイを大切にしようとすること、作戦などについての話合いに貢献しようとす
ること、一人一人の違いに応じたプレイなどを大切にしようとすること、互い
に助け合い教え合おうとすることなどや、健康・安全を確保することができる
ようにする。

・基本的な打ち方
・シングルとダブルスのルールの
違い
・ゲームの理解
・ゲーム
・一人１台端末の活用　等

次の事項を身に付けることができることを評価規準とする。
【知識及び技能】知識では、球技の各型の各種目において用いられる技術や戦術、作戦に
は名称があり、それらを身に付けるためのポイントがあること、技能では、ボールを相手
側のコートの空いた場所やねらった場所に打ち返すができる。
【思考力、判断力、表現力等】ルールを守り競争したり勝敗を受け入れたりする場面で、
よりよいマナーや行為について、自己の活動を振り返ることや球技の学習成果を踏まえ
て、自己に適した「する，みる，支える，知る」などの運動を継続して楽しむための関わ
り方を見付けることができる。
【学びに向かう力、人間性等】球技の学習に自主的に取り組み、相手を尊重するなどの
フェアなプレイを大切にしようとすることと作戦などについての話合いに貢献しようとす
ることができる。

〇 〇

・基本的なパス
・ドリブル
・レイアップシュート
・ゲームの理解
・ゲーム
・一人１台端末の活用　等

〇

Ｂ：器械運動【女子】
【知識及び技能】回転系や巧技系の基本的な技を滑らかに安定して行うこ
と、条件を変えた技や発展技を行うこと及びそれらを構成し演技すること
ができるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】技などの自己や仲間の課題を発見し、合理
的な解決に向けて運動の取り組み方を工夫するとともに、自己の考えたこ
とを他者に伝えることができるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】器械運動に自主的に取り組むとともに、よ
い演技を讃たたえようとすること、互いに助け合い教え合おうとするこ
と、一人一人の違いに応じた課題や挑戦を大切にしようとすることなどや
健康・安全を確保することができるようにする。

・前転、後転、開脚前転、開脚後
転、側転、ロンダート　等の基本
的な技
・倒立、倒立前転、ハンドスプリ
ング、バク転　等の技
・一人１台端末の活用　等

次の事項を身に付けることができることを評価規準とする。
【知識及び技能】知識では、自己の動きや仲間の動き方を分析するには、自己観察と他者
観察などの方法があることや技と関連させた補助運動や部分練習を取り入れることによ
り、結果として体力を高めることができること。技能では、体をマットに順々に接触させ
て回転するための動き方、回転力を高めるための動き方で、基本的な技の一連の動きを滑
らかに安定させて回ることや開始姿勢や終末姿勢、支持の仕方や組合せの動きなどの条件
を変えて回転することができる。
【思考力、判断力、表現力等】選択した技に必要な準備運動や自己が取り組む補助運動を
選ぶことや仲間やグループで分担した役割に関する成果や改善すべきポイントについて自
己の活動を振り返ることができる。
【学びに向かう力、人間性等】器械運動の学習に自主的に取り組み、仲間に課題を伝え
合ったり補助し合ったりして、互いに助け合い教え合おうとすることができる。

〇 〇 12

〇 〇 〇

〇 〇 〇



３
学
期 〇

Ｄ：ネット型　バレーボール【男子】※人間と社会と授業を分けている体育の
ため、通年を通して同じ授業を４ローテ
【知識及び技能】役割に応じたボール操作や安定した用具の操作と連携した動
きによって空いた場所をめぐる攻防をすることができるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】攻防などの自己やチームの課題を発見し，合理
的な解決に向けて運動の取り組み方を工夫するとともに、自己や仲間の考えた
ことを他者に伝えることができるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】球技に自主的に取り組むとともに、フェアなプ
レイを大切にしようとすること、作戦などについての話合いに貢献しようとす
ること、一人一人の違いに応じたプレイなどを大切にしようとすること、互い
に助け合い教え合おうとすることなどや、健康・安全を確保することができる
ようにする。

・基本的なパス
・スパイク
・サーブ
・ゲームの理解
・ゲーム
・一人１台端末の活用　等

次の事項を身に付けることができることを評価規準とする。
【知識及び技能】知識では、球技の各型の各種目において用いられる技術や戦術、
作戦には名称があり、それらを身に付けるためのポイントがあること、技能では、
ボールを相手側のコートの空いた場所やねらった場所に打ち返すができる。
【思考力、判断力、表現力等】ルールを守り競争したり勝敗を受け入れたりする場
面で、よりよいマナーや行為について、自己の活動を振り返ることや球技の学習成
果を踏まえて、自己に適した「する，みる，支える，知る」などの運動を継続して
楽しむための関わり方を見付けることができる。
【学びに向かう力、人間性等】球技の学習に自主的に取り組み、相手を尊重するな
どのフェアなプレイを大切にしようとすることと作戦などについての話合いに貢献
しようとすることができる。

〇 〇 〇

前への侵入などから攻防をすることができるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】攻防などの自己やチームの課題を発見し，合理的な
解決に向けて運動の取り組み方を工夫するとともに，自己や仲間の考えたことを他
者に伝えることができるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】球技に自主的に取り組むとともに、フェアなプレイ
を大切にしようとすること、作戦などについての話合いに貢献しようとすること、
一人一人の違いに応じたプレイなどを大切にしようとすること、互いに助け合い教
え合おうとすることなどや健康・安全を確保することができるようにする。

・レイアップシュート
・ゲームの理解
・ゲーム
・一人１台端末の活用　等

ゴール前に広い空間を作りだすために、守備者を引きつけてゴールから離れること
ができる。
【思考力、判断力、表現力等】ルールを守り競争したり勝敗を受け入れたりする場
面で、よりよいマナーや行為について、自己の活動を振り返ることや球技の学習成
果を踏まえて、自己に適した「する，みる，支える，知る」などの運動を継続して
楽しむための関わり方を見付けることができる。
【学びに向かう力、人間性等】球技の学習に自主的に取り組み、相手を尊重するな
どのフェアなプレイを大切にしようとすることと作戦などについての話合いに貢献
しようとすることができる。

〇 〇

Ｆ：ネット型　卓球【女子】※人間と社会と授業を分けている体育のため、通年を
通して同じ授業を４ローテ
【知識及び技能】役割に応じたボール操作や安定した用具の操作と連携した動きに
よって空いた場所をめぐる攻防をすることができるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】攻防などの自己やチームの課題を発見し，合理的な
解決に向けて運動の取り組み方を工夫するとともに、自己や仲間の考えたことを他
者に伝えることができるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】球技に自主的に取り組むとともに、フェアなプレイ
を大切にしようとすること、作戦などについての話合いに貢献しようとすること、
一人一人の違いに応じたプレイなどを大切にしようとすること、互いに助け合い教
え合おうとすることなどや、健康・安全を確保することができるようにする。

・基本的な打ち方
・シングルとダブルスのルールの
違い
・ゲームの理解
・ゲーム
・一人１台端末の活用　等

次の事項を身に付けることができることを評価規準とする。
【知識及び技能】知識では、球技の各型の各種目において用いられる技術や戦術、作戦に
は名称があり、それらを身に付けるためのポイントがあること、技能では、ボールを相手
側のコートの空いた場所やねらった場所に打ち返すができる。
【思考力、判断力、表現力等】ルールを守り競争したり勝敗を受け入れたりする場面で、
よりよいマナーや行為について、自己の活動を振り返ることや球技の学習成果を踏まえ
て、自己に適した「する，みる，支える，知る」などの運動を継続して楽しむための関わ
り方を見付けることができる。
【学びに向かう力、人間性等】球技の学習に自主的に取り組み、相手を尊重するなどの
フェアなプレイを大切にしようとすることと作戦などについての話合いに貢献しようとす
ることができる。

〇 〇 〇

105

〇

合計

Ｅ：ベースボール型　キックベース【女子】※人間と社会と授業を分けている体育
のため、通年を通して同じ授業を４ローテ
【知識及び技能】状況に応じた走塁での攻撃、安定したボール操作と状況に応じた
守備などによって攻防をすることができるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】生涯にわたって運動を豊かに継続するためのチーム
や自己の課題を発見し、合理的、計画的な解決に向けて取り組み方を工夫するとと
もに自己やチームの考えたことを他者に伝えることができるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
　球技に主体的に取り組むとともに，フェアなプレイを大切にしようとすること、
合意形成に貢献しようとすること、一人一人の違いに応じたプレイなどを大切にし
ようとすること、互いに助け合い高め合おうとすることなどや健康・安全を確保す
ることできるようにする。

・基本的なキャッチボール
・捕球の仕方
・キック
・ゲームの理解
・ゲーム
・一人１台端末の活用　等

次の事項を身に付けることができることを評価規準とする。
【知識及び技能】知識では、球技の各型の各種目において用いられる技術や戦術、作戦に
は名称があり、それらを身に付けるためのポイントがあること、技能では、ボールの高さ
やコースなどにタイミングを合わせてボールをとらえることができる。
【思考力、判断力、表現力等】ルールを守り競争したり勝敗を受け入れたりする場面で、
よりよいマナーや行為について、自己の活動を振り返ることや作戦などの話合いの場面
で、合意形成するための関わり方を見付け、仲間に伝えることができ、球技の学習成果を
踏まえて、自己に適した「する，みる，支える，知る」などの運動を継続して楽しむため
の関わり方を見付けることができる。
【学びに向かう力、人間性等】球技の学習に自主的に取り組み、相手を尊重するなどの
フェアなプレイを大切にしようとすることと作戦などについての話合いに貢献しようとす
ることができる。

〇 〇



年間授業計画

大泉桜高等学校 令和5年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 １ 組～ ５ 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

4

・喫煙や飲酒は，生活習慣病などの要因となり心身の健康を損ねることを理解
できる。また，喫煙や飲酒による健康課題を防止するには，正しい知識の普
及，健全な価値観の育成などの個人への働きかけ，及び法的な整備も含めた社
会環境への適切な対策が必要であることを理解できる。その際，好奇心，自分
自身を大切にする気持ちの低下，周囲の人々の行動，マスメディアの影響，ニ
コチンやエチルアルコールの薬理作用などが，喫煙や飲酒の開始や継続の要因
となることが理解できる。コカイン，MDMA などの麻薬，覚醒剤，大麻，など，
薬物の乱用は，心身の健康，社会の安全などに対して深刻な影響を及ぼすこと
から，決して行ってはならないことを理解できる。　また，薬物乱用を防止す
るには，正しい知識の普及，健全な価値観や規範意識の育成などの個人への働
きかけ，及び法的な規制や行政的な対応など社会環境への対策が必要であるこ
とを理解できる。

〇 〇

・適切な意思決定や行動選択には，個人の知識，価値観，心理状態，及び人間
関係などを含む社会環境が関連していることを理解できる。
・適切な意思決定や行動選択を行うには，十分に情報を集め，思考・判断する
こと，行動に当たっては自分なりの計画・評価を行うこと，及び社会的な影響
に適切に対処することなどが重要であることについても理解できる。
・健康を保持増進するための環境には，自然環境，及び政策や制度，地域活動
などの様々な社会環境があることを理解できる。

〇 〇 〇 2

4〇

・感染症は，時代や地域によって自然環境や社会環境の影響を受け，発生や流
行に違いが見られることを理解できる。
・交通網の発達により短時間で広がりやすくなっていること，また，新たな病
原体の出現，感染症に対する社会の意識の変化等によって，腸管出血性大腸菌
感染症，結核などの新興感染症や再興感染症の発生や流行が見られることを理
解できるようにする。
・感染症のリスクを軽減し予防するには，衛生的な環境の整備や検疫，正しい
情報の発信，予防接種の普及など社会的な対策とともに，それらを前提とした
個人の取組が必要であることを理解できる。
・エイズ及び性感染症についても，その原因，及び予防のための個人の行動選
択や社会の対策について理解できる。

〇 〇

1

２
学
期

（２組：町田） （３組：和田）

・安全な社会づくりには，環境の整備とそれに
応じた個人の取組が必要であることを指導す
る。
・交通事故を防止するには，車両の特性の理
解，安全な運転や歩行など適切な行動，自他の
生命を尊重する態度，交通環境の整備が関わる
ことを指導する。
・交通事故には補償をはじめとした責任が生じ
ることを指導する。

・事故の原因と発生要因
・安全な社会の形成
・交通における安全

・健康の考え方と成り立ち
・私たちの健康のすがた

・国民の健康課題や健康の考え方は，国民の健
康水準の向上や疾病構造の変化に伴って変わっ
てきていること。健康は，様々な要因の影響を
受けながら，主体と環境の相互作用の下に成り
立っていることを指導する。
・健康の保持増進には，ヘルスプロモーション
の考え方を踏まえた個人の適切な意思決定や行
動選択及び環境づくりが関わることを指導す
る。

・健康の保持増進と生活習慣病などの予防と回
復には，運動，食事，休養及び
睡眠の調和のとれた生活の実践や疾病の早期発
見，及び社会的な対策が必要で
あることを指導する。

１
学
期

・生活習慣病の予防と回復
・がんの原因と予防
・がんの治療と回復
・運動と健康
・食事と健康
・休養、睡眠と健康

・健康の保持増進には，ヘルスプロモーション
の考え方を踏まえた個人の適切
な意思決定や行動選択及び環境づくりが関わる
ことを指導する。

　・国民の健康課題について，我が国の死亡率，受療率，平均寿命，健康寿命
など各種の指標や疾病構造の変化を通して理解できる。また，健康水準，及び
疾病構造の変化には，科学技術の発達，及び生活様式や労働形態を含む社会の
状況が関わっていることについて理解できる。
・健康水準の向上，疾病構造の変化に伴い，個人や集団の健康についての考え
方も変化してきていることについて理解できる。
・事故の発生には，周りの状況の把握及び判断，行動や心理などの人的要因，
気象条件，施設・設備，車両，法令，制度，情報体制などの環境要因などが関
連していることを理解できる。

・がん，脳血管疾患，虚血性心疾患，高血圧症，脂質異常症，糖尿病などを適
宜取り上げ，これらの生活習慣病などのリスクを軽減し予防するには，適切な
運動，食事，休養及び睡眠など，調和のとれた健康的な生活を続けることが必
要であること，定期的な健康診断やがん検診などを受診することが必要である
ことを理解できる。
・がんについては，肺がん，大腸がん，胃がんなど様々な種類があり，生活習
慣のみならず細菌やウイルスの感染などの原因もあることについて理解でき
る。
・がんの回復においては，手術療法，化学療法（抗がん剤など），放射線療法
などの治療法があること，患者や周囲の人々の生活の質を保つことや緩和ケア
が重要であることについて理解できる。
・生活習慣病などの予防と回復には，個人の取組とともに，健康診断やがん検
診の普及，正しい情報の発信など社会的な対策が必要であることを理解でき
る。

・定期考査

・喫煙と飲酒は，生活習慣病などの要因になる
ことを指導する。
・薬物乱用は，心身の健康や社会に深刻な影響
を与えることから行ってはならないことを指導
する。
またそれらの対策には，個人や社会環境への対
策が必要であることを指導する。

・・喫煙と健康
・飲酒と健康
・薬物乱用と健康精神疾患からの回復

・健康に関する意思決定、行動選択
・健康に関する環境づくり

・安全な社会の形成には，交通安全，防災，防犯などを取り上げて，法的な整
備などの環境の整備，環境や状況に応じた適切な行動などの個人の取組，及び
地域の連携などが必要であることを理解できる。
・交通事故を防止するには，自他の生命を尊重するとともに，自分自身の心身
の状態や周りの環境，車両の特性などを把握すること，及び個人の適切な行
動，交通環境の整備が必要であることを理解できる。
・交通事故には補償をはじめとする法的責任などが生じることを理解できる。

〇 〇 〇 3

〇 〇

・定期考査

・現代の感染症
・感染症の予防
・性感染症、エイズとその予防

・感染症の発生や流行には，時代や地域によっ
て違いがみられることを指導する。
・予防には，個人の取組及び社会的な対策を行
う必要があることを指導する。

〇 〇 〇 7

〇 4

〇 1〇 〇

〇

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

（４組：町田） （５組：和田）

態
配当
時数

個人及び社会生活における健康・安全について
理解を深めるとともに、技能を身につけるよう
にする。

健康について、自他や社会の課題を発見し、合
理的、計画的な解決に向けて思考し判断すると
ともに、目的や状況に応じて他者に伝える力こ
とができる。

生涯を通じて自他の健康の保持増進やそれぞれ
を支える環境づくりを目指し、明るく豊かで活
力ある生活を営む態度を養うことができる。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

健康について、自他や社会の課題を発見し、合理的、計画的な解決に向けて思考し判断するとともに、
目的や状況に応じて他者に伝える力ことができる。

生涯を通じて自他の健康の保持増進やそれぞれを支える環境づくりを目指し、
明るく豊かで活力ある生活を営む態度を養うことができる。

保健体育科 保健
保健体育科 保健 １

〇 〇 〇

現代高等保健体育　大修館書店

個人及び社会生活における健康・安全について理解を深めるとともに、技能を身につけるようにする。

（１組：町田　）

保健体育科

【 知　識　及　び　技　能 】

保健



〇 〇〇

1

〇 〇

1

〇 4

３
学
期

・精神疾患の予防と回復には，運動，食事，休
養及び睡眠の調和のとれた生活を実践するとと
もに，心身の不調に気付くことが重要であるこ
とを指導する。
・疾病の早期発見及び社会的な対策が必要であ
ることを指導する。

・定期考査

・精神疾患の特徴
・精神疾患の予防

・応急手当の意義とその基本
・日常的な応急手当
・心肺蘇生法

・適切な応急手当は，傷害や疾病の悪化を軽減
できること。応急手当には，正しい手
順や方法があること。また，応急手当は，傷害
や疾病によって身体が時間の経過とと
もに損なわれていく場合があることから，速や
かに行う必要があることを指導する。

〇 〇

・精神疾患の予防と回復には，身体の健康と同じく，適切な運動，食事，休養
及び睡眠など，調和のとれた生活を実践すること，早期に心身の不調に気付く
こと，心身に起こった反応については体ほぐしの運動などのリラクセーション
の方法でストレスを緩和することなどが重要であることを理解できる。
・心身の不調時には，不安，抑うつ，焦燥，不眠などの精神活動の変化が，通
常時より強く，持続的に生じること，心身の不調の早期発見と治療や支援の早
期の開始によって回復可能性が高まることを理解できる。
・人々が精神疾患について正しく理解するとともに，専門家への相談や早期の
治療などを受けやすい社会環境を整えることが重要であること，偏見や差別の
対象ではないことなどを理解できるようにする

〇

・適切な応急手当は，傷害や疾病の悪化を防いだり，傷病者の苦痛を緩和した
りすることを理解できる。
・日常生活で起こる傷害や，熱中症などの疾病の際には，それに応じた体位の
確保、止血、固定などの基本的な応急手当の方法や手順があることを，実習を
通して理解し，応急手当ができる。
・心肺停止状態においては，急速に回復の可能性が失われつつあり，速やかな
気道確保，人工呼吸，胸骨圧迫，AED（自動体外式除細動器）の使用などが必要
であること，及び方法や手順について，実習を通して理解し，AED などを用い
て心肺蘇生法ができる。

4

合計

35

〇 〇 〇


